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目　次
Contents

今月のお知らせ

人　口　83,101人（－23人）
世帯数　37,395世帯（+46世帯）

市 の人口
12月1日現在　（　）内は前月比

今月の延長窓口
（市民窓口課の業務だけ）

実施日　16日（木）
時　間　19:15まで
業務内容　住民異動や戸籍届の受付、印

鑑登録の申請、各種証明書の
発行など。詳しくは市ホーム
ページを参照

問合せ　市民窓口課
（☎0562-36-2646）

市政情報は
市公式SNSで配信中

LINE X FacebookInstagram
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　広報ちたは、目の不自由な方も聴くことができるよう、音訳ボランティア「声のたより青空」がCDに録音
しています。　 問合せ　市社会福祉協議会（福祉活動センター内・☎0562-33-7400）

市民税　県民税　森林環境税
（普通徴収）（４期）
国民健康保険税（７期）

YouTube

今月の納税
　　　　1月31日（金）まで

04　特集　このまちで　共に生きる

14　新春のごあいさつ

15　新庁舎実施設計が完了

16　パブリックコメント
       一時保育事業の案内

17　市民税・県民税の申告
住宅借入金等特別控除申告説明会
くらしの掲示板

　 
18　(株)エフエスケー第50回市民美術展審査結果
　　 知多市二十歳のつどい

19　公立西知多総合病院だより

20　くらしの情報

25　相談

26　公共施設 Information!!

28　スポーツ

30　健康

31　うちのスタアを紹介します

32　ちょうどいいまちNews

34　ふゅうちゃん掲示板

35　わがまちイチ押しグループ

36　シリーズ輝人（かがやきびと）
       この写真がお気に入り‼「私の1枚」
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▲夜間にライトアップされた竹林が、幻想的な空間を創り出す（撮影：ちたの竹林）

Information

デジタル12ch知多メディアスネットワーク（①１/１～14 ②１/15～31）
今月のほっとラインちた（市公式YouTubeチャンネルでも公開中）
9:00～、15:00～、21:00～（1日3回放送）
ほっとラインちたは市政情報をわかりやすくまとめた15分の映像番組です。
①思い新たに　二十歳のつどい（再放送）
②知多市ジュニアサークル（コーラス・かるた・囲碁・箏）
　会員募集

ハロー！とうかい　8:30～、14:30～、20:30～
①ともにつながり　笑顔と希望あふれるまち　とうかい
　～第７次東海市総合計画～（再放送）
②救急車の適正利用にご協力を！
　～大切な人の命を守る救急救命士～（再放送）

スマイルおおぶ　8:45～、14:45～、20:45～
①こども結集！新たな音楽団が誕生
②地域を守る　大府市消防団（再放送）

あったかいいまち　ひがしうら　9:15～、15:15～、21:15～
暮らしに役立つ内容を文字情報でお伝えします。

メディアスエフエム（FM83.4）
暮らしに役立つ情報を発信しています。

視聴アプリ



このまちで共に生きる特 集

知 多 市 の 多 文 化 共 生

？
見た目や言葉が違

って

近寄りがたい

深夜まで
音楽をかけないで

ルールを守らないのはなぜ？
情報をどうやって
手に入れたらいいの

何がよくて
何がダメなの？

日本語がわからない

外国人の気持ち日本人の気持ち

ギャップや
勘違いが

トラブルの原因に

そのギャップを埋める考え方が 多文化共生

●
外
国
人
の
人
口
は
過
去
最
高
に

　市
へ
の
外
国
人
の
本
格
的
な
流
入

は
１
９
８
０
年
代
に
始
ま
り
ま
し

た
。
２
０
０
４
年
に
は
外
国
人
人
口
は

１
０
０
０
人
を
超
え
、
そ
こ
か
ら
20
年
間

で
約
２
倍
に
増
え
ま
し
た
。

　６
年
10
月
１
日
現
在
の
外
国
人
は

２
４
１
９
人
で
、
こ
れ
は
市
内
全
体
の
人

口（
約
８
万
３
０
０
０
人
）の
約
３
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。
学
校
で
例
え
る
な
ら
ば
、
１

学
級
35
人
の
中
に
１
人
は
外
国
人
の
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市内外国人の推移
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知多市に暮らす外国人
外国人の現状

　知多市で生活を送る外国人の数は年々増加し、その国籍も多様化して
います。日々の暮らしの中で外国人の姿を見ることは当たり前の光景と
なってきました。市内の外国人は現在2400人を超え、過去最高となり
ましたが、文化や生活習慣の違いによるトラブルや治安の悪化を心配す
る声があるのも事実です。
　このまちで共に生きる仲間として、外国人とより良い関係を築いてい
くためには、どうしたらよいでしょうか。誰もが暮らしやすいまちづく
りについて考えてみませんか。　
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問合せ　市民協働課（市民活動センター内・☎0562-31-0382）

なぜ、多文化共生の
考え方が必要なのQ.

文化や習慣の異なる人々が同じ
地域で暮らしていると、さまざまな
悩みも生まれます。
　ギャップを乗り越え、お互いが気
持ちよく暮らすためには、相手を受
け入れて認め合う多文化共生の考え
方が大切です。

A.



市内外国人の国籍別人口（10/１現在）

韓国 116人

インドネシア
98人

タイ 58人

ベトナム
637人

ブラジル
468人

フィリピン
303人

ボリビア
215人

中国
179人

ペルー
150人

その他
（32カ国）
195人

●
41
の
国
籍
の
人
が
い
る

　市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
外

国
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
ベ
ト

ナ
ム
人
の
流
入
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
首
位

を
占
め
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
人
口
を
超

え
て
全
体
の
約
４
分
の
１
と
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、
中
国

と
続
き
、
主
に
東
南
ア
ジ
ア
や
南
米
、
東

ア
ジ
ア
の
国
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
に
も
ス
リ
ラ
ン
カ
や
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ

ダ
な
ど
の
北
米
、
ス
ペ
イ
ン
や
ル
ー
マ
ニ

ア
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、
41
の
国

か
ら
来
た
人
た
ち
が
、
市
内
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

●
日
本
で
長
期
間
暮
ら
す
人
が
多
い

　市
内
で
暮
ら
す
外
国
人
の
３
分
の
１
以

上
が
、
日
本
で
の
在
留
期
間
が
無
期
限
の

永
住
者
で
す
。
在
留
期
限
は
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
永
住
者
と
同
じ
く
就
労
制

限
の
な
い
定
住
者
も
合
わ
せ
る
と
、
全
体

の
約
半
分
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
在
留

資
格
を
持
つ
人
は
、
日
本
に
長
く
暮
ら
し
、

日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

市内外国人の在留資格別人口（10/１現在）

永住者
830人

定住者
357人技能実習

２号ロ
266人

その他
190人

技術・人文知識・国際業務 119人

日本人の配偶者等 139人

家族滞在 87人
永住者の配偶者等 55人

特定技能１号 207人

技能実習１号ロ 169人

　知多市国際ネットワーク協議会 A
ア エ ル
ELU C

チ タ
HITAがつつじが丘コミュニ

ティセンターで運営するこどもサロンの子どもとスタッフ。外国にルー
ツを持つ子どもや地域の子どもが放課後に立ち寄って宿題をしたり、遊
んだりできる「地域の居場所」となっている。
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技能実習：日本で習得した技術を母国に持ち帰り
広めてもらうための国際貢献が目的の制度

特定技能：一定の技能や専門性を持つ外国人を受
け入れて、日本の人手不足を補うための制度
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　県
の
国
際
交
流
協
会
の
研
修
を
受
講
し

た
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
た
会
で
す
。
そ

れ
ま
で
本
格
的
な
日
本
語
教
室
が
市
内
に

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
日
本
語

を
学
ん
だ
人
が
ど
ん
ど
ん
知
り
合
い
を
連

れ
て
き
て
く
れ
て
、
学
習
者
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
日
本
語
が
全
く
話
せ
な
い
人

や
日
本
語
学
習
に
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
人
、

市
外
か
ら
や
っ
て
く
る
人
な
ど
ど
ん
な
方

で
も
大
歓
迎
で
、「
来
る
も
の
拒
ま
ず
」の

精
神
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　会
員
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら
こ

そ
、
活
動
を
続
け
る
た
め
に
自
分
た
ち
が

楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
会
員
自
身
が
楽
し
む
こ
と
で
、
学
習

者
も
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
室
に
来
た
全
員
に「
今
日
も
楽
し
か
っ

た
」と
い
う
思
い
で
帰
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　教
室
で
は
先
生
と
生
徒
が
１
対
１
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
日
本
語
の

学
習
は
つ
な
が
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。
日
本
で
の
生
活
の
相
談
に
乗
っ

　平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）設
立
。
外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
室

を
定
期
開
催
し
、
日
本
語
を
教
え
る
ほ
か
、
日
本
の
習
慣
や
生
活

情
報
も
伝
え
て
い
る
。
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
、
新

年
交
流
会
や
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

　知多市では多文化共生を推進する市
民団体がそれぞれに理念を持って活動
しています。熱い思いを持つ皆さんを
紹介します。

シェフチェンコ・ディアナさん
（ウクライナ・入会５年目）

Q. 日本に来たきっかけは？
A. ドイツで日本人の夫と出会
い結婚して、７年前に日本に
やってきました。

Q. にほんごの会はどんなとこ
ろですか？

A. 先生が優しくて大好き！今
は漢字を勉強中です。

和
わ
田
だ
美
み
穂
ほ
さん

（日本・入会３年目）

Q. 活動に参加したきっかけは？
A. 市のボランティア講習会に参加
したことです。
Q. 活動の感想は？
A. いろいろな人の考え方や人生
を知ることができて楽しいです。
常識だと思っていたことが覆さ
れ、とても刺激的です。

知多市にほんごの会の皆さん

代表　榊
さかき
原
はら
裕
ゆう
子
こ
さん

外国人とつながる
市民活動団体にインタビュー

た
り
、
反
対
に
海
外
の
文
化
を
学
ん
だ
り
、

教
室
は
会
員
・
学
習
者
双
方
に
と
っ
て
の

「
居
場
所
」に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　昨
年
、
会
発
足
20
周
年
の
記
念
式
典
で
、

教
室
の
卒
業
生
が
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
学
び
始
め
た
子

が
無
事
に
高
校
受
験
を
終
え
、
日
本
語
で

自
分
の
意
見
を
話
す
様
子
を
見
て
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
母
国
に
帰
っ

て
か
ら
も
連
絡
を
く
れ
る
人
や
、
ま
た
日

本
に
来
た
い
と
相
談
し
て
く
れ
る
人
も
い

て
、
縁
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
延
べ
１
１
０
０
人
以
上
が
教

室
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
市
内
で

長
く
暮
ら
し
て
い
て
も
交
流
が
な
い
ま
ま

だ
っ
た
り
、
何
も
関
わ
り
が
な
い
う
ち

に
帰
国
し
て
し
ま
う
人
も
大
勢
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
同
じ
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
の

に
、
そ
れ
で
は
寂
し
い
。
会
の
活
動
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
つ
な
が
り
を
持

つ
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

知
多
市
に
ほ
ん
ご
の
会

学習支援



7 広報ちた　2025.1

　A
E
L
U
は
外
国
人
の
防
災
が
き
っ
か

け
で
発
足
し
ま
し
た
。
言
葉
や
文
化
の
違

い
か
ら
、
外
国
人
が
災
害
弱
者
に
な
っ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
、
通
訳
付
き
の
防
災
講

座
を
開
い
た
り
、
地
区
の
防
災
訓
練
に
参

加
し
た
り
し
て
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
A
E
L
U
通
信
と
し
て
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、

中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
英
語
な
ど
の
言

語
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を
S
N
S

で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　こ
ど
も
サ
ロ
ン
は
、
外
国
人
や
地
域
の

子
ど
も
が
放
課
後
に
自
由
に
立
ち
寄
っ
て

交
流
で
き
る「
第
３
の
居
場
所（
自
宅
、
学

校
の
他
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
）」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　外
国
人
が
日
本
人
と
一
緒
に
活
動
し
て

い
る
の
が
A
E
L
U
の
特
徴
で
、
私
自
身

も
中
国
の
出
身
で
す
。
活
動
に
参
加
し
た

こ
と
で
、
家
族
の
他
に
も
仲
間
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
生
活

が
豊
か
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
同
じ
外

国
人
と
し
て
、
異
国
の
地
で
外
国
人
が
ど

ん
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
何
を
求

め
て
い
る
の
か
、
ニ
ー
ズ
を
掴
ん
で
、
少

し
で
も
役
に
立
つ
活
動
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長

か
ら
、
外
国
人
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
い
、
入
っ
て
も
ら
う
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
相
談
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
外
国
人
だ
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
主
で
し
た
が
、
外
国

人
会
員
か
ら
、
日
本
語
を
覚
え
た
り
、
日

本
人
と
も
っ
と
交
流
し
た
い
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
は
日
本
人

向
け
に
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室
を
開
催
し
、

多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
日
本
人
と
外
国
人
が
交
流
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
習
慣

や
文
化
で
ど
う
し
て
も
変
え
ら
れ
な
い
も

の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
違
い
を
認
め
て

お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
国
籍
は
関
係
な

く
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

知
多
市
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

A
ア

エ

ル
ELU
 C

チ

タ

HITA

知多市国際ネットワーク協議会　AELU CHITAの皆さん

代表　髙
たか
津
つ
弥
やよ い
生さん

(中国出身)

　平
成
18
年（
２
０
０
６
年
）設
立
。
外
国
人
と
日
本
人
の
会

員
が
一
緒
に
、
外
国
人
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
づ
く
り
、
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

日
ひ
高
だか
ビルマさん

（フィリピン・入会18年目）

Q. 日本に来て困ったことは？
A. 日本語が話せなかったことです。
また、みんなが時間を守る、身だ
しなみがきちんとしている、電車
が遅れないことに驚きました。

Q. 入会して良かったことは？
A. 活動を通して日本のコミュニティ
に入ることができ、周りから声を
掛けられるようになったことです。

防災
情報発信
居場所支援
ほか

田
た
野
の
・タイナ・マキコさん

（ブラジル・入会12年目）

Q. 活動に参加したきっかけは？
A. 小学生の頃から夏休み宿題サロ
ンに通っていました。両親が日本
語が分からなかったので、習字や
ポスターを教えてもらえてとても
助けられました。
Q. AELUはどんなところですか？
A. 多くの国の人が集まり、名前の
通りみんなに「会える」場所です！
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知
多
市
カ
タ
ー
ル
友
好
交
流
会

　平
成
19
年（
２
０
０
７
年
）設
立
。
愛
知
万
博
の
一
市
町
村

一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
が
き
っ
か
け
で
発
足
し
た
。
産

業
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
出

前
講
座
で
、
カ
タ
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
る
。

　平
成
17
年
の
愛
知
万
博
で
、
知
多
市
が

中
東
の
カ
タ
ー
ル
の
担
当
に
な
っ
た
こ
と

を
機
に
知
多
市
と
カ
タ
ー
ル
の
交
流
が
始

ま
り
、
２
年
後
に
市
民
主
体
の
団
体
と
し

て
知
多
市
カ
タ
ー
ル
友
好
交
流
会
が
発
足

し
ま
し
た
。

　カ
タ
ー
ル
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
東
側
に

あ
る
小
さ
な
半
島
の
国
で
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
を
発
見
・
産
出
し
て
、
と
て
も
豊
か

に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
貧
し
い
砂
漠

の
遊
牧
民
で
し
た
の
で
、
家
族
の
絆
は
強

く
、
旅
人
を
優
し
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る

国
民
性
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　私
自
身
は
か
つ
て
石
油
会
社
に
勤
め
て

お
り
、
石
油
産
出
国
か
ら
の
研
修
生
受
け

入
れ
事
業
を
行
う
機
関
に
出
向
し
ま
し
た
。

カ
タ
ー
ル
人
研
修
生
と
も
交
流
が
あ
り
、

中
東
を
身
近
に
感
じ
て
当
会
に
入
り
ま
し

た
。　会

の
活
動
で
は
、
例
年
10
月
末
の
産
業

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
、

ア
ラ
ビ
ア
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
試
飲
や
デ
ー
ツ

（
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
実
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）

の
試
食
、
民
族
衣
装
の
試
着
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
か
ど
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
写
真
を
展
示
し
て
、
カ
タ
ー
ル

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
を
し

て
い
ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
行
う

出
前
講
座
で
は
、
カ
タ
ー
ル
の
紹
介
や
民

族
衣
装
の
試
着
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
て
、
カ
タ
ー
ル

に
つ
い
て
知
っ
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
う

れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
世
界

中
に
友
だ
ち
を
作
り
、
戦
争
の
な
い
世
界

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
国
内
で
カ
タ
ー
ル
と
の
交
流
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
と
広
島

県
安あ

佐さ

北
区
安あ

佐さ

町
の
カ
タ
ー
ル
会
の
２

団
体
だ
け
で
す
。
万
博
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
今
後
も
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
で
す
。
シ
ュ
ク
ラ
ン

（
ア
ラ
ビ
ア
語
で「
あ
り
が
と
う
」）。

会長　仁
に
藤
とう
裕
ゆう
二
じ
さん

安
やす
永
なが
和
かず
美
み
さん

（日本・入会17年目）

Q. 活動に参加したきっかけは？
A. 市の国際交流協会に所属して
いた縁で、会の発足から参加
しています。

Q. カタールの印象は？
A. これまで４回カタールを訪れ
ました。アニメをはじめ日本
文化を積極的に取り入れよう
とする親日国です。

竹
たけ
内
うち
篤
あつ
史
し
さん

（日本・入会２年目）

Q. 活動に参加したきっかけは？
A. サッカーが好きで、2022年の
ワールドカップ開催がきっかけ
でカタールに興味を持ち、入会
しました。
Q. 活動の楽しさは？
A. 子どもたちにカタールについて
知ってもらうことです。自分自
身も勉強させてもらっています。

知多市カタール友好交流会の皆さん

出　展　情　報
愛知万博20周年記念事業

  集まれ！
あいちの魅力博。

友好交流

とき　５/24 (土)・
25(日)

ところ　愛・地球博
記念公園（長久手市）
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キッズエスペランサで学ぶおともだち

加
か
藤
とう
紗
さ
織
おり
さん　　  尾

お
﨑
ざき
あいさん

キッズエスペランサ
リーダー代表　

ケンゾウさん
（ボリビア）

プックさん
（ベトナム）

ミアキさん
（フィリピン）

ドゥックさん
（ベトナム）

　ち
た
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
外

国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
小
中
学
生
の
宿
題
を

支
援
す
る
教
室
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

外
国
人
の
子
ど
も
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
て
も
、
学
習
言
語
と
し

て
の
日
本
語
に
つ
ま
づ
き
が
あ
り
、
宿
題

が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

周
り
か
ら
不
真
面
目
だ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
、
自
己
肯
定
感
が
低
く
な
っ
て

し
ま
い
、
将
来
の
夢
や
希
望
が
持
ち
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
理
念
に
掲
げ
、

そ
の
手
段
と
し
て
学
習
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
や
学
校
の
他
に
、
地
域

の
中
に
頼
れ
る
大
人
と
の
つ
な
が
り
を
持

ち
、
自
分
の
こ
と
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
、

こ
の
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
手
助
け

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
キ
ッ

ズ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
は
、
小
学
校
へ
の
入
学

を
控
え
た
子
ど
も
が
対
象
で
す
。
日
本
人

の
子
ど
も
は
小
学
校
入
学
前
に
ひ
ら
が
な

を
あ
る
程
度
理
解
し
、
自
分
の
名
前
も
書

け
ま
す
。
し
か
し
、
外
国
人
の
子
ど
も
は
、

学
校
の
授
業
で
初
め
て
ひ
ら
が
な
を
見
た

と
い
う
場
合
が
多
く
、
ひ
ら
が
な
が
学
習

の
最
初
の
足
か
せ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
キ
ッ
ズ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
で
は
ひ
ら
が

な
習
得
を
中
心
に
、
就
学
後
に
日
本
人
の

子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
教
育
を
受
け
ら
れ

る
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
活
動
は
子
ど
も
へ
の
支
援
で

す
が
、
大
人
対
子
ど
も
、
先
生
対
生
徒
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
対
等
な
家
族
や
友
だ

ち
の
よ
う
な
立
場
で
接
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　活
動
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、
子

ど
も
た
ち
の
抱
え
る
問
題
や
保
護
者
が
心

配
し
て
い
る
こ
と
も
当
時
と
は
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
自
分

の
状
況
を
自
力
で
変
え
る
こ
と
は
難
し
く
、

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
今
の
彼
ら
の
前

に
あ
る
壁
が
何
な
の
か
を
捉
え
直
し
、
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
た
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）設
立
。
外
国
人
の
子
ど
も
を
対

象
に
学
習
支
援
教
室「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」を
運
営
し
、
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
現
在
は
年
長
児
を
対
象
に
し
た
プ
レ

ス
ク
ー
ル「
キ
ッ
ズ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」を
メ
イ
ン
に
活
動
中
。

学習支援

好きな食べ
物は

ごはん
大きくなっ

たら

警察官にな
りたい 将来の夢は

お医者さん

ごはんが好き
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　当
社
で
は
平
成
22
年
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
人
材
採
用
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
総

従
業
員
約
４
２
０
人
の
う
ち
、
５
人
の
外
国

人
正
社
員
と
約
１
３
０
人
の
実
習
生
お
よ
び

特
定
技
能
の
方
が
働
い
て
い
ま
す
。
８
割
以

上
が
ベ
ト
ナ
ム
人
で
、
他
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

タ
イ
、
南
米
地
域
の
出
身
者
な
ど
が
い
ま
す
。

　外
国
人
材
を
採
用
す
る
か
ら
に
は
、
働
き

や
す
い
職
場
や
住
み
や
す
い
環
境
を
提
供
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
住
む
場
所
や
言
葉
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
当
社
で
は
、
日
本

人
と
外
国
人
の
社
員
に
よ
る
外
国
人
材
活
躍

推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
社
内
に

は
外
国
人
材
に
よ
る
農
業
部
や
サ
ッ
カ
ー
部

も
あ
り
、
ま
ず
は
会
社
へ
の
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　日
本
で
長
く
暮
ら
し
た
い
、
家
庭
を
持
ち

た
い
と
彼
ら
に
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
今

度
は
地
域
や
保
育
園
、
学
校
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
外
国
人
材
が
多

　日本全体で人手不足が進む中、外国
人材は必要不可欠な存在です。多くの
外国人材が働く(株)一富士製麺所の皆さ
んに話を聞きました。

共に働く
食品メーカー×外国人材

く
住
ん
で
い
る
日
長
台
地
域
で
日
本
語
教
室

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
の
方
が
様
子
を

見
に
来
て
く
れ
て
、
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
運
動
会
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

と
の
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　外
国
人
材
が
増
え
た
こ
と
で
見
え
て
き
た

新
た
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
国
の
出
身

者
が
増
え
、
自
分
た
ち
の
言
葉
だ
け
で
生
活

が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
語
習
得

へ
の
意
識
が
ど
う
し
て
も
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。
当
社
で
は
ベ
ト
ナ
ム
人
を
多
く
採
用

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
人

だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
地
域
で
孤
立

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　日
本
語
習
得
や
地
域
と
の
結
び
付
き
を
ど

う
意
識
付
け
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題

で
す
。
企
業
と
し
て
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
や
自
治
体
と
の
連
携
も
深
め
て
、
彼
ら

の
暮
ら
し
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

取締役　工場長兼管理部長
松
まつ
田
だ
晃
こう
治
じ
さん

▲農業部の活動の様子。ナスや
トマト、ベトナムの野菜であ
る空心菜などを作っている。

(株)一富士製麺所
　昭和23年創業。現在は大手コンビニ
エンスストアを主要取引先として調理麺
や惣菜などを製造販売している。
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　ベ
ト
ナ
ム
の
日
系
企
業
で
働
い
て
お
り
、

日
本
人
の
同
僚
の
何
で
も
き
ち
ん
と
や
る
働

き
ぶ
り
に
感
動
し
、
い
つ
か
日
本
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　も
と
も
と
日
本
語
の
勉
強
は
し
て
い
ま
し

た
が
、
来
日
直
後
は
周
り
の
人
が
話
す
ス
ピ

ー
ド
に
付
い
て
い
け
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
ま

た
、
出
身
地
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
南

部
の
１
年
中
暖
か
い
地
域
な
の
で
、
日
本
の

冬
が
と
て
も
寒
く
て
驚
き
ま
し
た
。

　仕
事
の
内
容
は
、
特
定
技
能
や
技
能
実
習

と
し
て
働
く
人
材
の
支
援
で
す
。
研
修
や
ビ

ザ
更
新
、
初
級
お
よ
び
専
門
級
試
験
を
担
当

し
て
い
る
ほ
か
、
仕
事
や
生
活
の
相
談
に

乗
っ
た
り
、
新
し
く
来
日
し
た
従
業
員
に
日

本
の
生
活
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　日
長
台
地
域
で
の
日
本
語
教
室
で
は
、
先

生
役
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
の
日
本
語

も
ま
だ
ま
だ
な
の
で
、
管
理
部
の
日
本
人
社

員
の
方
に
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
、
と

製造部　ヴ・ゴック・アインさん
（ベトナム出身・入社３年目）
　製造の現場がきちんと作業できているか、
困ったことはないかなどの管理を担当

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
の
方
も
見

学
に
来
て
く
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
他
に

も
日
本
語
検
定
に
向
け
て
希
望
者
の
勉
強
会

も
開
い
て
い
て
、
前
回
は
10
人
が
N
4
レ
ベ

ル（
基
本
的
な
日
本
語
を
理
解
で
き
る
程
度
）

に
合
格
し
ま
し
た
。

　農
業
部
で
は
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
畑

を
貸
し
て
く
れ
た
地
元
の
方
が
様
子
を
見
に

来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　ベ
ト
ナ
ム
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
良
く
す
る
こ

と
と
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
日
本
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
、
気
持
ち
よ

く
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
私

の
目
標
で
す
。
ま
た
、
日
本
で
働
く
外
国
人

は
、
母
国
の
家
族
に
何
か
あ
っ
て
も
す
ぐ
に

帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
富
士
製

麺
所
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
従
業
員

の
皆
さ
ん
の
悩
み
や
不
安
を
少
し
で
も
減
ら

し
、
一
生
懸
命
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
応

援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

管理部
グエン・ティ・ホン・トゥさん
（ベトナム出身・入社２年目）

あなたのことを教えてください！

　日本に来たばかりの頃はお金の計算に苦労し
ました。スーパーに買い物に行っても、毎回

１万円札で支払ってしまうのでお釣りで小銭がいっぱいになりました。
　会社のサッカー部にも所属しています。地元の他の外国人チームと試合
をすることもあり、とても楽しいです。
　日本の好きなところは景色が良いところです。三重県まで山登りに行っ
たこともあります。市内だと梅まつりによく行きます。最近は梅子マラソ
ンを見に行きました。
　日本の料理で一番好きなのは天ぷらで、特に大葉の天ぷらがお気に入り
です。ベトナムでも料理にシソを使うので親しみがあります。
　たくさん働いてお金を貯め、自分のお店を持つことが夢です。ベトナム
料理のレストランや外国人向けの食品や雑貨を扱うお店を開きたいです。

▲日長台地域での日本語教室の
様子



　各
学
校
の
日
本
語
適
応
教
室
だ
け
で
は
、

子
ど
も
の
日
本
語
の
習
得
度
に
差
が
あ
り
、

そ
の
先
を
学
ぶ
子
ど
も
に
指
導
が
行
き
届
か

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
解

消
の
た
め
に
平
成
29
年
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、

日
本
語
初
期
指
導
教
室
え
が
お
で
す
。
日
本

の
学
校
生
活
に
不
慣
れ
な
来
日
し
た
ば
か
り

の
子
ど
も
な
ど
が
対
象
で
、
３
カ
月
か
ら
半

年
程
度
の
期
間
、
集
中
し
て
日
本
語
習
得
に

取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
後
の
日
本
語
適
応
教

室
や
通
常
学
級
で
の
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
え
が
お
の
目
的
で
す
。
相
手
に
自
分
の
意

志
を
伝
え
、
困
っ
た
と
き
に
周
り
に
助
け
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
、
１
対
１
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　え
が
お
で
の
学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
前

に
、
必
ず
保
護
者
を
交
え
て
面
談
を
行
い
、

い
つ
ま
で
日
本
で
暮
ら
す
予
定
な
の
か
、
ま

た
子
ど
も
本
人
は
将
来
ど
う
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
を
話
し
合
い
ま
す
。
特
に
中
学

生
の
場
合
は
進
路
選
択
と
い
う
課
題
が
す
ぐ

に
や
っ
て
き
ま
す
。
大
人
の
都
合
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
意
志
を
親
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　来
日
し
た
ば
か
り
の
家
庭
は
、
精
神
的
に

も
経
済
的
に
も
不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
学
習
以
外
の
支
援

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
学
校
の
先
生
と
連

携
し
て
、
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　日
本
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
日

本
語
の
習
得
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
の
は
、
そ
の
入
り
口
を
作
る
こ
と

だ
け
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
よ
く

が
ん
ば
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▲修了式の様子。これまでに80人以上の子どもた
ちがえがおを利用してきた。

　市内の小中学生のうち、約150人が外国にルーツがあり
ます。市では、外国人の子どものための日本語初期指導教
室「えがお」をつつじが丘小学校に設置しています。
　子どもたちは市内の小中学校とえがおを行き来しながら、
日本での学校生活や社会生活で最低限必要とされる「サバ
イバル日本語」の習得を目指します。

子どもたちの日本語習得
日本語初期指導教室えがお

えがお指導員

玉
たま
城
しろ
志
し
帆
ほ
さん　佐

さ
方
かた
瞳
ひとみ
さん　山

やま
口
ぐち
佳
か
苗
なえ
さん

・朝の会、帰りの会、
給食

・国語以外の学習活動

通常学級など
・学校生活のルール、
あいさつ

・ひらがな、カタカ
ナの読み書き、数
の数え方

えがお

⇔



　やさしい日本語は、外国人にも分かるように配慮した簡単な日
本語です。市内の外国人のほとんどが東南アジアや南米など、英
語圏以外の国から来た人たちです。無理に英語を使おうと構える
よりも、やさしい日本語を活用することで、コミュニケーション
が取りやすくなります。
　簡単で分かりやすいやさしい日本語は、外国人だけでなく、子
どもやお年寄り、障がいを持つ方にとっても伝わりやすい、これ
からの社会に必要なものです。

使ってみよう やさしい日本語
例えば…
高台に避難してください。

高
たか
いところに　逃

に
げてください。

・簡単な言葉を使う
・一つの文を短く区切る
・あいまいな表現は避ける
・全ての漢字に振り仮名を
振る

外国人相談員
篠
しの
原
はら
早
さ
百
ゆ
合
り
さん

（ブラジル出身）

　日系ブラジル人で33年前に
来日。市役所や市内の保育園
で外国人相談員を務める傍ら、
AELUのメンバーとしても活動
している。

誰もが暮らしやすいまちへ
私たちにできること
　多文化共生で大切なのは、お互いを尊重して歩み寄るこ
と。外国人にとって暮らしやすいまちは、みんなが暮らし
やすいまちであるはずです。

　外
国
人
か
ら
は
、
言
葉
の
壁
で
情
報
を
入
手
で
き
ず

困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
外

国
人
は
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
多
く

の
外
国
人
は
日
本
の
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
一
部
の
外
国
人
も
、
文
化
の

違
い
か
ら
、
結
果
と
し
て
日
本
で
の
ル
ー
ル
を
悪
気
な

く
破
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　私
は
顔
立
ち
か
ら
日
本
人
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
完
璧
な
日
本
語
が
話
せ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
逆
に
、
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本
語
し
か

話
せ
な
く
て
も
、
見
た
目
が
外
国
人
だ
か
ら
日
本
語

が
通
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
見
た
目
や
思

い
込
み
か
ら
、
当
た
り
前
に
日
本
語
が
話
せ
る
だ
ろ
う
、

外
国
人
だ
か
ら
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
だ
ろ
う
と
決
め
付

け
ら
れ
る
の
は
、
と
て
も
怖
い
で
す
。

　い
ろ
い
ろ
な
人
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
、

み
ん
な
気
付
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。
言
葉
の
壁
と
文
化

の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
寛
容
さ
を
持
つ
こ
と

が
、
安
全
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

市民協働課・協働まちづくりチーム
田
た
中
なか
亜
あ
耶
や
さん

　日
本
人
が「
当
た
り
前
」だ
と
思
っ

て
い
る
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
は
、
外
国

人
に
と
っ
て
の「
当
た
り
前
」で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
外
国
人
は
日
本
で
の「
当

た
り
前
」を
誰
か
ら
も
教
わ
っ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。

　言
語
や
文
化
が
違
う
見
知
ら
ぬ
土

地
で
の
暮
ら
し
は
多
く
の
人
が
不
安

を
抱
え
ま
す
。
日
本
で
は
何
が
正
し

い
の
か
、
何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、

外
国
人
自
身
が
手
探
り
で
理
解
し
な

く
て
は
い
け
な
い
現
状
を「
当
た
り
前
」

に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　国
や
人
種
、
宗
教
な
ど
あ
ら
ゆ
る

違
い
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
知
多
市
は「
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
」

を
超
え
て
、「
ち
ょ
う
い
い
ま
ち
」に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
」か
ら

「
ち
ょ
う
い
い
ま
ち
」へ
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新春の
 ごあいさつ

知多市長

宮
みや
島
じま
壽
とし
男
お

知多市議会議長

伊
い
藤
とう
清
せい
一
いち
郎
ろう

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
晴
れ
や
か
な
初

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
自
然
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
の
能
登
半
島
豪
雨
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
、

多
く
の
住
民
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

朝
倉
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
新
庁
舎

建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
年
は
、
い
よ
い
よ
建
設
工
事

に
着
手
し
、
９
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
加
え
て
、
ホ
テ
ル
の
誘
致
も
決
ま
り
、

朝
倉
駅
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
分
野
で
は
、
老
朽
化
し
た

校
舎
の
改
修
を
進
め
る
と
と
も
に
、
体
育

館
な
ど
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
を
進
め
、

快
適
で
安
全
な
教
育
環
境
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、
知
多
市
は
本
年
９
月
に
市
制
施

行
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ
き
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
知

多
市
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
55

周
年
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て
４
月
に
は

「
大
相
撲
知
多
場
所
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通

じ
て
皆
さ
ま
に「
知
多
市
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
誠
心
誠

意
、
市
政
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
喜

び
と
幸
せ
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
も
多
く
の
地
域
や
団
体
の
イ
ベ
ン

ト
に
足
を
運
び
、
皆
さ
ま
の
生
き
生
き
と

し
た
お
顔
に
元
気
を
い
た
だ
い
た
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
皆
さ
ま
の
活
動

の
一
つ
一
つ
が
本
市
の
活
気
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
今
後
も
笑
顔

と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
を
受

け
、
防
災
・
減
災
の
た
め
の
対
策
強
化
を

図
る
べ
く
体
制
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
議

会
と
し
て
、
ま
た
議
員
と
し
て
災
害
発
生

時
に
迅
速
で
的
確
な
対
応
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
運
営
に
お
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
開
か
れ
た
議
会
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視

し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
政
策
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会

の
活
動
や
そ
の
成
果
が
皆
さ
ま
に
分
か
り

や
す
く
伝
わ
り
、
理
解
や
共
感
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
よ
り

一
層
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

健
康
で
幸
多
き
一
年
と
な
る
こ
と
を
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
を
目
指
し
て

市
制
施
行
55
周
年
に
感
謝
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新庁舎実施設計が完了　～概要版を公開しています～

　このたび、新庁舎基本設計を基に、より詳細な図面
などを作成する新庁舎実施設計が完了しました。実施
設計の概要版は市ホームページで公開しています。

　朝倉駅周辺整備基本構想における中街区の整備方針を十分に
踏まえ、知多市の玄関口にふさわしいにぎわいを形成し、将来
計画の街区との整合を図りながら業務を行います。

　市民や訪問者を温かく迎え、交流を育み、私たちの心のより
どころになる「サードプレイス」となる庁舎をつくります。

計画地：緑町25番地１　敷地面積：約10,300㎡
延床面積：約10,794㎡　階数：地上５階
構造種別：鉄骨造　基礎免震

問合せ　新庁舎建設室（☎0562-36-2674）

※イメージパースであり、工事段階で変更となる場合があります

▲市ホームページ

５階

４階

３階

２階

１階

◆施設概要など

◆建設スケジュール

◆設計コンセプト
１.知多市の玄関口にふさわしい
　　 にぎわいを生み出す「ゲートプレイス」

３.市民の暮らしに寄り添い
　　 出会いと交流の場となる「サードプレイス」

◆各階　平面構成図

２.未来を見据えた
　　 環境に優しく使いやすい「ワークプレイス」
　新庁舎整備基本計画の目標とする庁舎像に加え、感染症対策
や自治体ＤＸの推進、カーボンニュートラルなど、社会状況の
変化を見据えるとともに、災害時も安心・安全で働きやすい庁
舎をつくります。
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト  

　
　
　
　
　
　
　
　〜
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
〜

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
事
業
や
計

画
な
ど
の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
し
、

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
る
手
続
き
で
す
。

　提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
、
計
画
な

ど
を
策
定
し
ま
す
。
意
見
は
考
え
を
添
え

て
、
内
容
を
公
開
し
ま
す
。

募
集
期
間

　第
２
期
知
多
地
域
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
計
画（
案
）は
１
月
17
日

（
金
）ま
で
。
知
多
市
こ
ど
も
計
画（
案
）は

１
月
24
日（
金
）ま
で

資
料
な
ど
の
配
布
場
所

　下
表
の
と
お
り
。

第
２
期
知
多
地
域
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
計
画（
案
）は
福
祉
課
、
ま
た
は
長
寿
課

で
も
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
。

市
内
の
法
人
や
団
体
。
本
市
に
対
し
て

納
税
義
務
が
あ
る
方

提
出
方
法

　期
間
内
に
各
提
出
先
へ
、
書

面
で
直
接
、
郵
送
、
F
A
X
、
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
住

所
、
氏
名（
法
人
・
団
体
の
場
合
は
、
団

体
な
ど
の
所
在
地
、
団
体
名
、
代
表
者

名
）を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▲市ホームページ

案件名 内容 問合せ・提出先（担当課）
資料などの配布場所

第２期知多地
域成年後見制
度利用促進計
画（案）

成年後見制度の利用の促進に関する法律
に基づく計画として、認知症、知的障害
その他の障害により財産の管理、または
日常生活などに支障がある者を社会全体
で支え合うための計画を策定するもの

(特非)知多地域権利擁護支援センター
（福祉活動センター内）
（〒478-0047知多市緑町32-６）
電話　   ：0562-39-3770
FAX　　：0562-39-3774
Eメール 　：info@chita-kenri.or.jp

知多市こども
計画（案）

こども基本法に基づく計画として、切れ
目のない子ども・子育て支援の充実と「こ
どもまんなか社会」の実現に向けた取り組
みを進めるための計画を策定するもの

子ども若者支援課
（〒478-8601知多市緑町１）
電話　　：0562-36-2656
FAX　　：0562-32-1010
Eメール  ：kodomo@city.chita.lg.jp

７年度　一時保育事業の案内 問合せ　幼児保育課（☎0562-36-2659）
申込書配布　２/３(月)からの平日の９:00～17:00
申込書受付　２/12(水)～３/19(水)の平日の９:00～17:00
申込書配布・受付場所　幼児保育課（私立は各施設）
対象児童　市内在住の満１～５歳児

公私 施設名 １日の定員 利用条件 利用可能日数

公立

新知 10人 就労（１日４時間以上）、妊娠・
出産、疾病、介護・看護、災害
復旧、就学、求職活動など、継
続的、または一時的に保育を必
要とする場合、緊急保育、私的
事由など

15日/月
(私的事由は１日/月、
土曜日不可)

新田 ５人

日長台 10人

私立
ひだまりの家 ５人

さざなみの家 ５人

公立

八幡 １人

緊急保育のみ
※通常保育の定員に空きがある
場合だけ

３週間以内

佐布里 １人

岡田西 １人

新舞子 １人

南粕谷 １人
※ひだまりの家、さざなみの家の一時保育の詳細は、各施設に問い合わせてください。

一時保育事業実施保育所など
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　前
年
の
実
績
に
よ
り
、
市
民
税
・
県
民

税
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
。

提
出
書
類

　市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
。

申
告
す
る
内
容
に
よ
っ
て
記
入
項
目
や

必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

同
封
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

　３
月
17
日（
月
）

そ
の
他

　市
が
開
催
す
る
確
定
申
告
会
場

は
下
表
の
と
お
り
。
持
ち
物
な
ど
は
、

広
報
ち
た
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。
市

民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
税
務
課
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

問
合
せ

　税
務
課（
☎
０
５
６
２
–
36
–
２
６
３
３
）

会場 期間
市役所

（３階大会議室）
２/10(月)～３/17(月)
※土日、祝日を除く

東部まちづくり
センター ３/５(水)・６(木)

岡田まちづくり
センター ３/７(金)
旭まちづくり
センター ３/12(水)・13(木)

　受付時間は9:00～11:00、13:00～16:00。混
雑状況によっては受付終了時間を早めることがあ
ります。２/９(日)以前は、市では開催しませんの
でご注意ください。

市が開催する確定申告会場

　所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
は
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
が
適
用
で
き
ま
す
。
事
前
に
適

用
要
件
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
書
類
を
説

明
会
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

　２
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

　半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物（
半
田
市
榎

下
町
）

入
場
券
　会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理

券
」が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　半
田
税
務
署（
☎
０
５
６
９

–
21
–
３
１
４
１
）。
音
声
案
内
後
、

「
０
」番
を
選
択
す
る
と
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
他

　源
泉
徴
収
票
な
ど
の
申
告
書
作

成
に
必
要
な
書
類
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
時
に
設
定

し
た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で

す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
説
明
会

な
あ
、
ば
あ
さ
ん
や
。
こ
こ

最
近「
有
名
家
電
メ
ー
カ
ー
の

格
安
掃
除
機
を
注
文
し
た
ら
、
商
品
が

届
か
な
い
、
偽
物
が
届
い
た
」な
ど
の

被
害
が
出
て
い
る
よ
う
じ
ゃ
ぞ
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す

か
。
格
安
な
ら
誰
で
も
飛
び
つ

い
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
・・・。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
。
格
安
商
品

を
注
文
し
た
ら
会
社
自
体
が
偽

物
だ
っ
た
の
じ
ゃ
。

で
も
注
文
し
よ
う
と
し
て
い

る
会
社
が
偽
物
か
ど
う
か
な
ん

て
ど
う
や
っ
て
見
分
け
た
ら
い
い
ん
で

す
か
。

そ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
と

い
わ
れ
て
お
る
が
、
見
分
け
る

ポ
イ
ン
ト
は
い
く
つ
か
あ
る
ぞ
。
例
え

ば
、
通
販
会
社
は
販
売
会
社
の
名
称
や

電
話
番
号
な
ど
の
情
報
を
正
し
く
分
か

り
や
す
く
記
載
し
な
い
と
い
け
な
い
決

ま
り
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。
他
に
も
代
金
の

後
払
い
や
、
代
引
な
ど
支
払
方
法
が
選

べ
る
販
売
会
社
の
ほ
う
が
良
い
と
さ
れ

て
お
る
ぞ
。
不
自
然
な
日
本
語
が
使
わ

く
ら
し
の
掲
示
板 「
そ
の
通
販
サ
イ
ト
本
物
で
す
か
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
格
安
広
告
に
ご
注
意
を
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　問
合
せ

　商
工
振
興
課（
☎
０
５
６
２
–
36
–
２
６
６
２
）

れ
て
い
な
い
か
も
よ
く
確
認
す
る
と
良

い
の
じ
ゃ
。急

い
で
注
文
し
て
し
ま
う
前

に
、
事
前
に
会
社
の
情
報
を
調

べ
て
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
じ
ゃ
。
ま
ず
は
一
呼
吸

置
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
な

ん
じ
ゃ
。 

分
か
り
ま
し
た
。
つ
い
最
近
、

欲
し
か
っ
た
掃
除
機
を
駅
前
の

電
気
屋
さ
ん
で
お
じ
い
さ
ん
に
買
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
当
分
通
販
で
は
頼

み
ま
せ
ん
け
ど
。

そ
う
じ
ゃ
っ
た
の
う
。

今
後
、
何
か
疑
問
を
感
じ
た

と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
聞
い
て
み
ま
す
ね
。
で
も
、
私
は
こ

れ
ま
で
通
り
、
ま
ず
は
お
じ
い
さ
ん
に

相
談
し
ま
す
よ
。

◎
困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
☎
１
８
８
へ
電
話
を
！
そ
の

他
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
25
ペ
ー
ジ

の「
相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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（
株
）エ
フ
エ
ス
ケ
ー
第
50
回
市
民
美
術
展
審
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　問
合
せ

　知
多
市
民
美
術
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
０
５
６
２
–
31
–
０
３
８
３
）

　６
年
11
月
22
〜
24
日
に
開
催
さ
れ
た
市

民
美
術
展（
出
品
総
数
２
９
０
点
）の
上
位

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬
称
略
・
順

不
同
）。

日
本
画

　市
長
賞
＝
吉よ
し

川か
わ

秀ひ
で

美み

▽
議
長
賞

＝
甲か

斐い

み
も
り
▽
教
育
委
員
会
賞
＝
中な
か

村む
ら
敏と
し
安や
す
▽
中
日
新
聞
社
賞
＝
伊い

藤と
う
歩あ
お
い生

洋
画

　市
長
賞
＝
田た

口ぐ
ち

宏ひ
ろ
し

▽
議
長
賞
＝
村む
ら

松ま
つ

徳と
く

三ぞ
う

▽
教
育
委
員
会
賞
＝
小こ

嶋じ
ま

史ふ
み

子こ

▽
中
日
新
聞
社
賞
＝
山や
ま
田だ

和か
ず
子こ

書
　市
長
賞
＝
加か

古こ

寅と
も

起き

▽
議
長
賞
＝
岩い
わ

崎さ
き

真ま

寿す

美み

▽
教
育
委
員
会
賞
＝
加か

古こ

稲い
ね

子こ

▽
中
日
新
聞
社
賞
＝
山や
ま
本も
と
信の
ぶ
子こ

彫
刻
・
工
芸

　市
長
賞
＝
中な
か

村む
ら

勇い
さ
む

▽
議
長

賞
＝
荻お
ぎ

原わ
ら

洋よ
う

子こ

▽
教
育
委
員
会
賞
＝
髙た
か

橋は
し
栄さ
か
え

▽
中
日
新
聞
社
賞
＝
𠮷よ
し
川か
わ
良り
ょ
う

子こ

写
真

　市
長
賞
＝
櫻さ
く
ら

井い

靖や
す

彦ひ
こ

▽
議
長
賞
＝

谷た
に

口ぐ
ち

寛か
ん

一い
ち

▽
教
育
委
員
会
賞
＝
木き

村む
ら

裕ひ
ろ

親ち
か
▽
中
日
新
聞
社
賞
＝
猪い

飼か
い
輝て
る
夫お

知
多
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

問
合
せ

　子
ど
も
若
者
支
援
課（
☎
０
５
６
２
–
36
–
2
6
５
７
）

　20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　今
年
も
20
歳
の
方
を
対
象
に「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
式
典

に
出
席
す
る
20
歳
の
若
者
で
組
織
さ
れ
た

実
行
委
員
会
が
運
営
を
行
い
ま
す
。
式
典

に
は
、
お
楽
し
み
企
画
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

と
き

　１
月
12
日（
日
）午
前
10
〜
11
時
30

分
。
受
け
付
け
は
午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ

　勤
労
文
化
会
館

内
容

　式
典（
式
辞
、
誓
い
の
言
葉
）、
実

行
委
員
会
に
よ
る
お
楽
し
み
企
画

対
象

　平
成
16
年
４
月
２
日
〜
17
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
。
市
内
在
住
の
方
、

転
出
し
た
方
で
申
し
出
の
あ
っ
た
方
に

は
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
そ
の
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

駐
車
場

　勤
労
文
化
会
館
前
駐
車
場
は
完

全
に
閉
鎖
し
ま
す
。
送
迎
も
含
め
て
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
左
図
の
と
お
り

近
隣
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▲昨年の二十歳のつどいの様子

絵画部門（日本画）　吉川秀美
《ヤシ》

絵画部門（洋画）　田口宏
《夕

ゆう
映
ば
えの港

みなと
》

書部門　加古寅起
《呉

ご
昌
しょう
碩
せき
詩
し
》

写真部門　櫻井靖彦
《北
ほく
斗
と
の水

みず
くみ》

彫刻・工芸部門　中村勇
《獲

え
物
もの
の飛

ひ
翔
しょう
を探

さが
すハヤブサ》

市
役
所

P P

P

メディアス体育館ちた

西知多産業道路

市
役
所

二十歳のつどい会場
　勤労文化会館

▲会場案内図



公立西知多総合病院だより
本ページの編集・発行／公立西知多総合病院　企画課（広報担当）
〒477-8522　愛知県東海市中ノ池三丁目１番地の１
☎ 0562-33-5500（代表） 公立西知多総合病院ホームページ▶

「いつか」に備え、救急・災害医療で地域を守る

　救急科では、救急車を年間5,000台以上受け入れ、
コロナ禍においては病床を確保するなど、救急医療等
地域の医療提供体制の整備に貢献しています。
　今後はドクターカーを導入する予定です。一刻も早
い治療を必要とする患者さんの元に、消防署の要請に
応じて、当院の医師や看護師が駆け付けます。

　当院は、平成27年（2015年）に災害拠点病院として
指定され、DMAT（災害派遣医療チーム）を有してい
ます。医師・看護師・業務調整員で構成され、大規模
災害や多傷病者が発生した事故などの現場に、急性期
（発生からおおむね48時間以内）から活動できる機動性
を持った、専門的な訓練を受けた医療チームです。

救急科
の
ご紹介

災害時
医療に
ついて

＜当院のDMAT活動実績＞｠
平成28年　熊本地震
令和２年　新型コロナウイルス　　　
　　　　　感染症対応
令和６年　能登半島地震

挑戦中
　６年１月、能登半島地震の被災地域への出動要請がありました。冬の悪天候や道路の地割れなどの悪条件が重なり、
被災地や避難所に向かう道は険しくなっていました。そのため、老朽化が進んでいる当院の救急車では現地に赴くこ
とはできないと判断し、レンタカーで現場へ向かいました。現地では搬送が必要な患者さんが多数発生していました
が、当院のレンタカーでは患者さんの搬送を行うことができず、DMAT活動も制限され、他のDMAT隊の後方支援
に回ることになりました。
　「もしもあの時、救急車で出動できていたら、もっと被災地支援に貢献できたのではないか」「もっと救える命があっ
たのではないか」と、非常に悔しい気持ちを今でも抱いています。そこで、救急車両の購入を進めるため、クラウド
ファンディングの実施を決意いたしました。この挑戦を通して当院の災害医療に関する取り組みや救急医療への想い
を知っていただく機会になればと考えております。

※公立西知多総合病院へのご寄付は、「特定寄附金」に該当する
ため税制上の優遇措置を受けることができる場合があります。
詳しくは、特設ホームページをご覧ください。

下のQRコードから
クラファンサイトへ

期　　間　　：２/14（金）23:00まで
寄付金受付　：1口 3000円～
目標金額　　：1000万円
支援方法　　：特設ホームページ、または
　　　　　　当院特設ブース（総合受付付近）

皆さまのご支援をお願いします

救急車両購入３つの目的

https://readyfor.jp/projects/nishichita-hp

購入
車両
のイ
メー
ジ図

01：ドクターカーとして地域の救急医療強
　　 化に貢献
02：病院間の患者さんの搬送を行い地域の
　　 医療連携に貢献
03：災害被災地に出動し医療提供に貢献



20広報ちた　2025.１

く ら し の 情 報

☎局番案内　0562は 31,32,33,34,35,36,39,51,54,55,56,57,74,77,85,87　0569は42,43,44

くらしの
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くらしの
情報

市
消
防
出
初
式

　市
内
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
い
、
消
防

署
を
は
じ
め
消
防
団
、
消
防
団
防
災
支
援
隊
、

各
企
業
自
衛
防
災
隊
、
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
が

参
加
し
、
分
列
行
進
や
大
型
車
両
に
よ
る
一

斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　当
日
は
消
防
車
の
展
示
や
キ
ッ
ズ
消
防
服

を
着
て
の
写
真
撮
影
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き
　１
月
12
日（
日
）午
前
11
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　南
５
区
Ⅲ
工
区
臨
時
駐
車
場
。
雨

天
・
会
場
状
態
不
良
時
は
メ
デ
ィ
ア
ス
体

育
館
ち
た

問
合
せ

　市
消
防
本
部
庶
務
課（
☎
56
–

０
１
４
６
）

介
護
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　介
護
の
事
業
所
に
限
定
し
た
、
就
職
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　１
月
13
日（
祝
・
月
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時
。
入
場
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ
　東
海
市
し
あ
わ
せ
村（
東
海
市
荒

尾
町
）

対
象
　３
月
に
卒
業
予
定
の
学
生
や
転
職
を

希
望
し
て
い
る
方
、
求
職
中
の
方

出
展
事
業
者
　東
海
市
、
大
府
市
、
知
多
市
、

東
浦
町
の
介
護
事
業
所

問
合
せ
　知
多
北
部
広
域
連
合
事
業
課（
☎

０
５
２
–
６
８
９
–
２
２
６
３
）

ウ
イ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

輝
く
女
性
の
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
、
自
分
に
あ
っ
た

働
き
方
を
学
び
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
仕

事
選
び
に
役
立
つ
自
己
分
析
を
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　１
月
24
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

講
師
　寺て

ら

西に
し

佳よ
し

恵え

さ
ん（
あ
い
ち
マ
ザ
ー
ズ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

対
象
　女
性

定
員
　10
人
。
申
し
込
み
順

託
児

　1
歳
〜
就
学
前
。
１
家
族
５
０
０
円
。

定
員
あ
り
。
１
月
15
日（
水
）ま
で
に
要
予

約
そ
の
他

　筆
記
用
具
を
持
参
。
雇
用
保
険
受

給
者
の
方
は
求
職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま

す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
在
宅
避
難
と
お
う
ち
防
災

講
座　災

害
時
の
在
宅
避
難
の
メ
リ
ッ
ト
を
知
り
、

自
ら
の
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
備
え
を
考

え
ま
せ
ん
か
。
家
族
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

と
き
　２
月
15
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

講
師
　福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
こ
だ
ま
」

定
員
　20
人
。
申
し
込
み
順

託
児
　1
歳
〜
就
学
前
。
１
家
族
５
０
０
円
。

定
員
あ
り
。
２
月
５
日（
水
）ま
で
に
要
予

約
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

申
込
み
　1
月
7
日（
火
）か
ら
左
の
Q
R
コ

ー
ド
、
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
イ
ズ（
☎
56
–
６
３
０
５
）

　催
　し

救
命
講
習
会

と
き
　①
普
通
Ⅰ（
1
2
0
分
コ
ー
ス
）１
月

11
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
②

実
技
救
命（
70
分
コ
ー
ス
）２
月
８
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
40
分

と
こ
ろ
　消
防
署
八
幡
出
張
所

対
象
　市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
中
学
生

以
上

申
込
み

　消
防
署
八
幡
出
張
所（
☎
31
–

０
１
９
１
）、
ま
た
は
左
の
Q
R
コ
ー
ド

か
ら

そ
の
他
　②
は
事
前
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
講
習
の
受
講
が
必
要
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

▲申込み

▲市ホームページ

▲前回の出初式の様子

▲就職応援セミナー

▲おうち防災講座

お詫びと訂正

　広報ちた12月号20ページ
で案内した成年後見サポー
ター研修講座の開催場所に
誤りがありました。
　正しくは「東海市しあわせ
村（東海市荒尾町）」です。お
詫びして訂正いたします。
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精
神
保
健
福
祉
相
談

　精
神
科
医
師
に
心
の
悩
み
を
相
談
で
き
ま

す
。

と
き
　１
月
28
日（
火
）、
２
月
20
日（
木
）、

３
月
５
日（
水
）の
午
後
３
時
か
ら

と
こ
ろ
　知
多
保
健
所

対
象
　心
の
悩
み
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、

関
係
者

定
員
　各
日
３
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み

　知
多
保
健
所
健
康
支
援
課（
☎

32
–
１
６
３
７
）

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ち
た
ミ
ニ
講
座

押
し
花
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
B
O
X
を
作
ろ
う

　押
し
花
で
飾
り
付
け
を
し
て
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
で
使
う
箱
を
作
り
ま
す
。

と
き
　１
月
29
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ
　市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講
師
　押
し
花
グ
ル
ー
プ
　ち
た

定
員
　10
人
。
申
し
込
み
順

参
加
費
　５
０
０
円

申
込
み
　１
月
６
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
総

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
内
・
☎
39
–
０
８
０
０
）

児
童
セ
ン
タ
ー
の

催
し 

①
親
子
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ

　親
子
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
な
ど
を
作

り
ま
す
。

と
き
　２
月
２
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正

午
と
こ
ろ
　岡
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　海え

老び

原は
ら

景け
い

子こ

さ
ん（
Aア
ー
ダda-cコ
ー
ダ
odaシ

ェ
フ
）

対
象
　市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　12
組
。
申
し
込
み
順

参
加
費

　１
人
５
０
０
円
、
親
子
で

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

そ
の
他
　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
３
枚
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
水
筒
を
持
参

②
親
子
で
お
こ
し
も
の
を
作
ろ
う

　ひ
な
祭
り
に
お
供
え
す
る
お
こ
し
も
の
を

親
子
で
作
り
ま
す
。

と
き
　２
月
23
日（
祝
・
日
）午
前
9
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ
　岡
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

対
象
　市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　12
組
。
申
し
込
み
順

参
加
費

　１
組
５
０
０
円（
材
料
費
）。
当
日

集
金

そ
の
他

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

布
巾
２
枚
、
計
量
カ
ッ
プ
、
菜
箸
２
膳
、

直
径
30
㎝
く
ら
い
の
ボ
ウ
ル（
鍋
で
も
可
）、

持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
水
筒
を
持
参

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

申
込
み

　①
は
１
月
11
日（
土
）、
②
は
１
月

12
日（
日
）の
午
前
９
時
か
ら
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
児
童
セ
ン
タ
ー（
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
内
・
☎
54
–
1
5
3
5
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
ト
ラ
ブ
ル
の
法
律
相
談

　介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
生
じ
た
事
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
う
ち
、
法
律
問
題
を
含
む

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　２
月
６
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ
　東
浦
町
役
場（
知
多
郡
東
浦
町
緒

川
）

相
談
員
　知
多
北
部
広
域
連
合
顧
問
弁
護
士

対
象
　同
連
合
か
ら
要
支
援
、
ま
た
は
要
介

護
の
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
と
そ
の
介

護
者

定
員

　６
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み

　１
月
８
日（
水
）〜
22
日（
水
）の

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に

相
談
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
同
連
合（
☎

０
５
２
–
６
８
９
–
１
６
５
１
）

そ
の
他
　同
一
案
件
は
３
回
ま
で

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
料
理
教
室

　市
内
生
産
野
菜
を
使
用
し
て
、
本
格
キ
ム

チ
と
み
そ
玉
を
作
り
ま
す
。

と
き
　２
月
６
日（
木
）午
前
10
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
西
部
総
合
営
農

セ
ン
タ
ー（
三
反
田
）

対
象
　市
内
在
住
の
方

講
師
　県
認
定
市
内
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
定
員
　16
人
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
参
加
費
　１
５
０
０
円

申
込
み
　１
月
17
日（
金
）ま
で
に
市
農
業
振

興
課（
☎
36
–
２
６
６
５
）

そ
の
他
　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参
。
キ

ム
チ
１
㎏
の
持
ち
帰
り
が
あ
り
ま
す
。

▲児童センター
公式Instagram

　市税や国民健康保険税の納付書を紛失した
方、納期限内に納付することが難しい方、税
金を一括して納付することが難しい方は、相
談してください。電話も可
とき　平日：８:30～17:15。夜間・休日窓口

（休日は予約制）も開設。日時は25ペー
ジの相談を参照

問合せ　市収納課（☎ 36-2637）

納税相談窓口
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　催
　し

２
０
２
４
年
度

若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　「不
登
校
・
発
達
障
害
へ
の
理
解
と
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
、
誰
も
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き
　２
月
16
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ
　青
少
年
会
館

講
師
　森も

り

本も
と

陽ひ

加か

里り

さ
ん（（
一
社
）Focus 

on代
表
理
事
）

対
象
　発
達
障
が
い
や
不
登
校
、
ひ
き
こ
も

り
で
困
っ
て
い
る
方
、
若
者
支
援
に
関
心

の
あ
る
方

定
員
　会
場
60
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
50
人
。
申

し
込
み
順

申
込
み
　１
月
７
日（
火
）〜
２
月
12
日（
水
）

に
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
ま
た
は
電
話
で
若

者
支
援
セ
ン
タ
ー（
青
少
年
会
館
内
・
☎

36
–
２
９
６
０
）

問
合
せ
　若
者
未
来
応
援
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局（（
一
社
）サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ゆ
っ

か
・
☎
85
–
７
２
３
６
）

法
務
局
に
よ
る

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
講
座

　遺
言
者
本
人
が
手
書
き
し
た
遺
言
書
を
法

務
局
へ
預
け
る
こ
と
が
で
き
る「
自
筆
証
書

遺
言
書
保
管
制
度
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
　２
月
20
日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜
11

時
40
分

と
こ
ろ
　ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

講
師
　名
古
屋
法
務
局
半
田
支
局
職
員

定
員
　20
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み
　１
月
10
日（
金
）午
前
９
時
か
ら

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
ま
た
は
中
部
公

民
館（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
・
☎
54
–

１
５
３
５
）

▲会場用

▲オンライン用

▲名四国道事務所ホームページ ▲名四国道事務所X

■通行止め期間（23:00～翌５:00）
①西知多産業道路（国道247号）
　１/30（木）、予備日:１/31（金）
②市道北浜金沢線（サービス道路）
　２/７（金）、10（月）・11（祝・火）、予備日:２/12（水）

■通行止め区間
　長浦IC～日長IC（右図の区間）
　工事期間中は西知多産業道路、または市道北浜金沢線（長浦IC
～日長IC）は利用できません。迂回ルートを検討するなど、ご理
解とご協力をお願いします。

問合せ　発注者：国土交通省名四国道事務所（☎052-823-7911）
施工者：UBEマシナリー（株）（☎052-693-9875）
受付時間は平日の９:15～12:00、13:00～17:00

その他　詳しくは、名四国道事務所ホームページ、SNSを参照

西知多産業道路および市道北浜金沢線の夜間通行止めのお知らせ
長浦横断歩道橋の架設工事に伴い夜間通行止めを予定しています。
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　案
　内

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
一
定
規
模

以
上
の
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
全
て
の
世
帯

や
法
人
を
対
象
に
、
２
０
２
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
を
行
い
ま
す
。

　農
林
業
に
関
す
る
調
査
で
、
重
要
な
統
計

を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
・
法
人
に
は
、
１

〜
２
月
に
か
け
て
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

問
合
せ

　市
農
業
振
興
課
（
☎
36
–

２
６
６
５
）

介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
委
員
会
傍
聴

と
き
　１
月
30
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
　東
海
市
し
あ
わ
せ
村（
東
海
市
荒

尾
町
）

定
員
　３
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み
　１
月
23
日（
木
）〜
29
日（
水
）の
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
知

多
北
部
広
域
連
合
事
業
課（
☎
０
５
２
–

６
８
９
–
２
２
６
３
）

市
有
財
産
の
売
却
　自
動
車

物
件

　①
普
通
乗
用
車
＝
ト
ヨ
タ
プ
リ
ウ
ス

（
平
成
21
年
式
）②
小
型
乗
用
車
＝
ホ
ン
ダ

イ
ン
サ
イ
ト（
平
成
21
年
式
）③
軽
乗
用
車

＝
ス
バ
ル
ス
テ
ラ（
平
成
21
年
式
）④
軽
乗

用
車
＝
ス
ズ
キ
ワ
ゴ
ン
Ｒ（
平
成
21
年
式
）

⑤
軽
乗
用
車
＝
ス
ズ
キ
ワ
ゴ
ン
Ｒ（
平
成

21
年
式
）。
車
検
満
了
は
⑤
８
年
６
月
29

日
、
①
〜
④
は
車
検
切
れ
。
燃
料
は
ガ
ソ

リ
ン

資
格
　地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
6
7
条
の

４
第
１
項
に
規
定
す
る
、
自
ら
意
思
決
定

で
き
な
い
方
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を

受
け
て
復
権
を
得
な
い
方
な
ど
に
該
当
し

な
い
方

期
間
　１
月
20
日（
月
）〜
31
日（
金
）の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
31
日（
金
）

は
午
後
３
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
30
日

（
木
）必
着

方
法
　住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
物
件
名

と「
入
札
書
在
中
」と
記
入
し
た
封
筒
に
、

入
札
書（
入
札
書
提
出
日
付
、
物
件
名
、

入
札
金
額
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
押
印
）を
入
れ
て
封
を
し
、
市
財

政
課
へ
提
出
。
入
札
者
の
本
人
確
認
の
た

め
に
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要

条
件
　落
札
者
は
、
入
札
金
額
に
消
費
税
と

地
方
消
費
税
、
リ
サ
イ
ク
ル
預
託
金
を
加

算
し
た
金
額
で
契
約
。
車
両
は
現
状
渡
し

で
、
引
き
渡
し
後
の
補
償
は
一
切
行
わ
な

い
。
買
い
取
り
後
、
直
ち
に
名
義
変
更
を

行
い
、
車
体
の
文
字
な
ど
を
消
す
こ
と

問
合
せ

　市
財
政
課（
☎
36
–
２
６
３
２
）

そ
の
他

　詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓
口

臨
時
開
設

　交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
必
要
な
も
の

を
お
持
ち
の
上
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　１
月
５
日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
正

午
問
合
せ
　市
市
民
窓
口
課（
☎
36
–
2
6
4

6
）

宅
地
分
譲
（
保
留
地
処
分
）

　知
多
新
南
土
地
区
画
整
理
組
合
が
、
宅
地

（
保
留
地
）を
販
売
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
　平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

申
込
場
所
　知
多
新
南
土
地
区
画
整
理
組
合

事
務
所（
新
知
字
大
橋
）

問
合
せ

　同
組
合
事
務
所
（
☎
51
–

２
２
１
５
）

そ
の
他
　画
地
販
売
状
況
お
よ
び
申
し
込
み

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照

償
却
資
産
の
申
告
を

　固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、

償
却
資
産（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
店
舗
設
備
、

太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
事
業
用
資
産
）に

も
課
さ
れ
ま
す
。
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
方（
個
人
営
業
、
農
業
、
不
動
産
賃
貸
業

の
方
を
含
む
）は
、
そ
の
多
少
や
異
動
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
賦
課
期
日（
１
月
１
日
）

現
在
、
所
有
し
て
い
る
資
産
を
所
在
地
の
市

町
村
長
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　昨
年
中
に
事
業
を
開
始
し
た
方
や
引
き
続

き
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
で
、
申
告
書
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
市
税
務
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

期
限
　１
月
31
日（
金
）ま
で

問
合
せ
　市
税
務
課（
☎
36
–
２
６
３
５
）

そ
の
他

　地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）を
利
用
し
て
電
子
申
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
最
低
賃
金
の
改
正

　６
年
12
月
16
日
か
ら
県
内
の
特
定
産
業
２

業
種
で
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

業
種
　①
鉄
鋼
業
②
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
時
間
額
　①
１
１
１
１
円
②
１
０
８
１
円

問
合
せ

　半
田
労
働
基
準
監
督
署（
☎

０
５
６
９
–
21
–
１
０
３
０
）
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　募
　集

市
庁
用
車
の
広
告（
定
時
受
付
）

　市
役
所
で
管
理
す
る
庁
用
車
に
、
有
料
広

告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

掲
載
期
間
　４
月
１
日（
火
）〜
８
年
３
月
31

日（
火
）で
１
カ
月
単
位
で
の
申
し
込
み
か

ら
掲
載
台
数
　軽
自
動
車
13
台
、
普
通
車
８
台

掲
載
場
所
　前
部
、
ま
た
は
後
部
の
座
席
ド

ア
両
側
面
。
両
側
面
で
１
セ
ッ
ト

掲
載
方
法
　マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
、
ま
た
は

特
殊
粘
着
フ
ィ
ル
ム（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ィ

ル
ム
）な
ど
取
り
外
し
が
可
能
な
素
材
を

車
体
に
貼
り
付
け
。
広
告
・
素
材
は
申
込

者
で
作
成

規
格
　１
面
、
縦
50
㎝
×
横
70
㎝
以
内
。
車

に
よ
っ
て
掲
載
可
能
面
積
が
異
な
り
ま
す
。

掲
載
料
　１
セ
ッ
ト
に
付
き
、
広
告
掲
載
期

間
が
５
カ
月
以
内
は
月
2
0
9
0
円
。
６

カ
月
以
上
は
月
1
5
7
0
円

募
集
期
間
　１
月
31
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

申
込
み
　知
多
市
庁
用
車（
集
中
管
理
車
）広

告
掲
載
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
、

市
財
政
課
ま
で
直
接
、
ま
た
は
郵
送（
同

日
必
着
）で
提
出
。
F
A
X
、
メ
ー
ル
で

の
提
出
不
可

提
出
物

　①
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
の
素
案
②

　

直
近
の
納
税
証
明
書
③
法
人
は
商
業
登
記

簿
謄
本
、
個
人
は
身
元
証
明
書
。
②
③
は

写
し
可
。
市
の
入
札
参
加
資
格
の
あ
る
方

は
②
③
の
省
略
可

問
合
せ

　市
財
政
課（
☎
36
–
２
６
３
２
）

そ
の
他

　募
集
要
項
、
申
込
書

は
同
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可

愛
知
建
連
技
能
専
門
校
訓
練
生

職
種
　①
木
造
建
築
科
②
造
園
科
③
建
築
板

金
科
④
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科

訓
練
期
間
　５
月
か
ら
①
②
は
３
年
間
、
③

④
は
２
年
間
。
土
曜
日
に
月
３
〜
４
回
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

訓
練
場
所
　愛
知
建
連
技
能
専
門
校（
碧
南

市
汐
田
町
）

対
象
　事
業
所
に
職
業
訓
練
指
導
員
が
在
籍

し
、
訓
練
職
種
に
従
事
し
て
い
る
30
歳
ま

で
の
方
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費

　事
業
所
が
負
担

申
込
み

　願
書
を
事
業
所
経
由
で
３
月
31
日

（
月
）ま
で
に
愛
知
建
連
技
能
専
門
校（
☎

０
５
６
６
–
41
–
４
５
２
３
）

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

一
般
出
演
者

　東
部
・
岡
田
・
旭
の
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
定
期
的
に
利
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
中
心
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
を
行
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
出

演
い
た
だ
け
る
一
般
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
　３
月
９
日（
日
）

演
目
　民
謡
、
舞
踊
、
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど

対
象
　市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
個
人
、

団
体

申
込
み
　１
月
26
日（
日
）午
後
５
時
ま
で
に

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

問
合
せ
　東
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー（
☎

34
–
２
９
３
３
）、
岡
田
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー（
☎
55
–
３
０
９
５
）、
旭
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー（
☎
42
–
１
１
１
４
）

外
国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
学
用
品
の
寄
付

　使
わ
な
く
な
っ
た
学
用
品
な
ど
で
、
リ
ユ

ー
ス
で
き
る
も
の
を
募
集
し
ま
す
。
集
め
た

学
用
品
は
、
市
内
の
外
国
人
児
童
・
生
徒
へ

配
布
し
ま
す
。

募
集
品
目
　ラ
ン
ド
セ
ル
、
園
服
、
制
服
、

学
校
指
定
体
操
服
、
上
靴
、
習
字
セ
ッ
ト
、

絵
の
具
セ
ッ
ト
、
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、

裁
縫
道
具
、
部
活
の
道
具
な
ど
。
な
る
べ

く
状
態
の
良
い
も
の
で
、
衣
類
は
洗
濯
済

み
の
も
の

受
付
　１
月
17
日（
金
）ま
で
の
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

土
、
日
曜
日
に
持
参
を
希
望
す
る
方
は
問

合
せ
を
。
た
だ
し
、
年
末
年
始
は
除
く

問
合
せ
　市
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
31
–
０
３
８
２
）

　縦
　覧

知
多
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
変
更

期
間
　１
月
21
日（
火
）〜
２
月
３
日（
月
）の

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ
・
問
合
せ
　市
下
水
道
課（
☎
55
–

９
５
９
１
）

そ
の
他
　住
民
や
利
害
に
関
係
す
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
、
市
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
郵
送
、
ま
た
は
持

参
）。　寄

　付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〇
知
多
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
一
般
寄

付
と
し
て
28
万
７
０
０
０
円

〇
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
名
古
屋
西

営
業
部
様
か
ら
八
幡
小
学
校
に
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
２
個

〇（
株
）ヤ
マ
ナ
カ
様
か
ら
緑
化
基
金
と
し
て

５
万
９
８
０
３
円

▲広告掲載のイメージ



ふくし
出張相談

１/８ （水）13:30～15:30：青少年会館　 　   
１/ 10（金）  9:30～11:30：旭まちづくりセンター
１/16（木）  9:30～11:30：ふれあいプラザ     
１/17（金）  9:30～11:30：東部まちづくりセンター
１/28（火）13:30～15:30：岡田まちづくりセンター

問合せ　高齢者相談支援センター   ☎0562-54-1211

法律相談
１/８（水）・22（水）、２/５（水）
10:00～12:00、13:00～16:00
※１/22の予約は１/10（金）から、２/５の予
約は１/24（金）から。相談は年度に1回だけ

心配ごと相談
（人権･行政） １/６（月）・20（月）　9:00～11:30

外国人相談 月・火曜日 9:00～12:00、13:00～16:00
木・金曜日 9:00～12:00

行政書士相談 １/14（火）　13:00～15:00

市民相談 月～金曜日
9:00～12:00、13:00～17:00

問合せ　市民窓口課（市民相談） ☎0562-36-2648
教育相談 月～金曜日 9:00～12:00､ 13:00～16:00
問合せ　学校教育課　　相談専用 ☎0562-32-8070

消費生活相談

月･火･木･金曜日
10:00～12:00､ 13:00～16:00
（受け付けは15:30まで）
                相談専用☎0562-36-2688

ふるさと
ハローワーク 月～金曜日 9:30～12:00､ 13:00～17:00  

多重債務・
相続相談 偶数月第２水曜日　13:00～15:00

若者の職業・
自立支援相談 １/８（水）　14:00～16:00

問合せ　商工振興課 ☎0562-36-2662

年金相談 １/29（水） 9:45～12:00、13:00～15:15
※予約は１/６（月）から

問合せ　保険医療課 ☎0562-36-2655

納税相談・
収納窓口

１/16（木）　17:15～19:00
１/26（日）　  8:30～12:00
※１/26は１/22（水）までに要予約

問合せ　収納課 ☎0562-36-2637
ひとり親家庭
自立支援相談 月～金曜日 9:00～12:00､ 13:00～16:30

問合せ　子ども若者支援課 ☎0562-36-2656
障がい者虐待
相談 月～金曜日　8:30～17:15

問合せ　福祉課 ☎0562-36-2650
住宅耐震
相談 月～金曜日　10:00～16:00

問合せ　都市計画課　　　　  　　☎0562-36-2669
在宅医療
相談 月～金曜日　9:00～16:00

問合せ　長寿課 ☎0562-36-2652

健康相談 月～金曜日　9:00～17:00
こころの健康相談 １/20（月）   14:00～16:00
問合せ　健康推進課 ☎0562-54-1300
在宅介護相談 月～金曜日　8:30～17:15

高齢者虐待相談 月～金曜日　8:30～17:15
※上記以外でも電話受付可

問合せ　高齢者相談支援センター ☎0562-54-1211
障がい者相談 月～金曜日　9:00～17:00
問合せ　障がい者相談支援センター ☎0562-54-4800
障がい児相談 月～金曜日　9:00～17:00
問合せ　障がい児相談支援事業所さんぽ
 ☎0562-54-4502

子ども・家庭相談 月～金曜日　9:00～16:00
問合せ　子育て総合支援センターぽぽらす
 ☎0562-54-1200
若者ひきこもり
相談 木曜日　13:00～16:00

若者就労・
就労体験相談 水曜日　10:00～16:00

問合せ　若者支援センター（青少年会館内）
 ☎0562-36-2960
女性のための
カウンセリング

１/ 16（木）　　　　  10:00～16:30
１/９（木）・23（木） 　13:30～20:20

問合せ　男女共同参画センター（ふれあいプラザ内）
 ☎0562-56-6305
生活困窮者
自立支援相談 月～金曜日　8:30～17:15

問合せ　自立生活サポートセンター（福祉活動センター内） 
 ☎0562-39-3060
成年後見利用相談 月～金曜日　9:00～17:00
問合せ　知多地域権利擁護支援センター（福祉活動センター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0562-39-3770
NPO・
市民活動相談 水曜日　13:00～16:00

問合せ　市民活動室（市民活動センター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0562-31-0381

予
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〇会場：保健センター

〇問合せ先と同じ会場

※相談内容の秘密は厳
守します。お気軽にご
相談ください。　
予：予約制

〇日にちにより異なる会場

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

〇会場：市役所

ひきこもり等
訪問支援 月～金曜日　9:00～17:00

問合せ　（一社）サポートネットゆっか
 ☎0562-85-7236

〇訪問・来所相談

予

予
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公共施設 Information!! 公共施設 Information!!
佐布里緑と花のふれあい公園・中央図書館

《
1
月
の
催
し
》

味
香
房
の
料
理
教
室

梅
の
実
入
り
黒
糖
蒸
し
パ
ン

梅
ジ
ュ
ー
ス
付
き

と
き
　毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費
　７
０
０
円

申
込
み
　当
日
30
分
前
ま
で
。
予
約
優
先

み
ど
り
の
工
房
の
ク
ラ
フ
ト
教
室

干
支
の
置
き
物

と
き
　午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
〜
３
時

参
加
費
　５
０
０
円

《
２
月
の
催
し
》※
要
予
約

味
香
房
の
料
理
教
室

●
ロ
ー
ル
白
菜

と
き

　毎
週
火
・
金
・
土
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
。
２
月
28
日（
金
）は
除
く

参
加
費
　１
６
０
０
円

そ
の
他

　２
月
７
日（
金
）は
託
児
あ
り（
１

人
５
０
０
円
）。
１
月
24
日（
金
）ま
で
に

要
予
約

●
イ
チ
か
ら
つ
く
る
お
こ
し
も
の

と
き
　２
月
28
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
０

時
30
分

参
加
費
　１
２
０
０
円

自
然
観
察

園
内
の
梅
の
種
類
を
調
べ
よ
う

と
き
　２
月
１
日（
土
）午
前
10
〜
11
時
30
分

園
芸

●
ご
自
宅
の
鉢
を
使
っ
た
季
節
の
寄
せ
植
え

と
き
　１
月
31
日（
金
）･
２
月
１
日（
土
）の

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費
　３
０
０
０
円

●
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
体
験

と
き
　２
月
２
日（
日
）午
前
10
〜
11
時
30
分

参
加
費
　５
０
０
円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　２
月
の
催
し
の
受
付
は
１
月
７
日（
火
）午

前
10
時
か
ら
各
講
座
１
週
間
前
ま
で
。
自
然

観
察
は
１
月
31
日（
金
）ま
で
。
子
ど
も
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
10
人
以
上
の
団
体
に
限
り
、
講

座
開
設
日
以
外
の
日
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

法
律
セ
ミ
ナ
ー 

や
さ
し
い
遺
言
の
書
き
方

　具
体
的
な
遺
言
の
文
言
を
示
し
な
が
ら
、

相
続
の
基
本
的
な
知
識
と
遺
言
作
成
上
の
留

意
点
を
解
説
し
ま
す
。

と
き
　２
月
８
日（
土
）午
後
２
〜
４
時

講
師
　榊さ

か
き

原ば
ら

雅ま
さ

文ふ
み

さ
ん（
愛
知
さ
か
き
ば
ら

法
律
事
務
所
）

定
員
　30
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み
　１
月
11
日（
土
）か
ら
同
館

生
活
講
座
　「見
せ
る
・
隠
す
」を
解
決

す
る「
収
納
と
イ
ン
テ
リ
ア
」

　快
適
な
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
維
持

方
法
に
つ
い
て
、
見
せ
る（
魅
せ
る
）・
隠
す

イ
ン
テ
リ
ア
を
解
説
し
ま
す
。

と
き

　３
月
１
日（
土
）午
後
２
〜
３
時
30
分

講
師

　坂ば
ん

野の

民た
み

枝え

さ
ん（
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

共
催

　（公
社
）イ
ン
テ
リ
ア
産
業
協
会
中
部

支
部

定
員
　20
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み
　１
月
18
日（
土
）か
ら
同
館

今
月
実
施
の
催
し

●
お
話
コ
ー
ナ
ー

と
き
　毎
週
日
曜
日
の
午
後
２
〜
２
時
30
分

●
乳
幼
児
向
け
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

と
き
　１
月
９
日（
木
）、
23
日（
木
）の
午
前

11
〜
11
時
30
分

●
ア
ニ
メ
映
画
会

　「名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」の
上
映
と
上
映
映
画
に

関
す
る
ト
ー
ク
で
す
。

と
き

　１
月
26
日（
日
）午
前
11
時
〜
午
後
０

時
30
分

　☎
０
５
６
２
–
54
–
２
９
１
１

　午
前
9
時
〜
午
後
５
時
。
原
則
月
曜
日
休
館

佐
布
里
緑
と
花
の

ふ
れ
あ
い
公
園

▲ロール白菜

▲イチからつくる
おこしもの

▲季節の寄せ植え

▲多肉植物の寄せ植え

　☎
０
５
６
２
–
55
–
4
3
4
9

　午
前
9
時
〜
午
後
7
時
。
原
則
月
曜
日
休
館

中
央
図
書
館

　江戸の武士や職人、奉公人た
ちの生活と暮らす家の間取りに
ついてカラーイラストと会話形
式で分かりやすく解説した一冊。
もしも400年前にタイムスリッ
プしたら、あなたはどんな家に
住みますか？

今月のブック展

書名　江戸で部屋さがし
菊
きく
地
ち
ひと美

み
/著・絵　講

こう
談
だん
社
しゃ
/出版

テーマ　浮世ゆえ華咲く江戸の世よ

☎局番案内　0562は 31,32,33,34,35,36,39,51,54,55,56,57,74,77,85,87　0569は42,43,44
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・催しなどの記事の中で、参加費の記載のないものは無料です。
・掲載内容は、12月18日時点。今号に掲載した内容は、変更となる場合があります。

公共施設 Information!!
こども未来館・勤労文化会館・歴史民族博物館

　☎
０
５
６
９
–
42
–
１
１
０
１

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時
。
原
則
月
曜
日
休
館

こ
ど
も
未
来
館

工
作

●
タ
イ
ル
ア
ー
ト（
へ
び
）（
１
個
１
８
０
円
）

と
き
　１
月
31
日（
金
）ま
で

内
容
　タ
イ
ル
を
並
べ
て
、
へ
び
の
形
を
作

り
ま
す
。

●
だ
る
ま
お
と
し（
１
個
５
５
０
円
）

と
き
　１
月
31
日（
金
）ま
で

内
容
　だ
る
ま
お
と
し
に
絵
を
か
き
ま
す
。

●
輪
ゴ
ム
グ
ラ
イ
ダ
ー（
１
個
１
０
０
円
）

と
き
　発
売
中

内
容
　割
り
ば
し
と
輪
ゴ
ム
を
使
っ
て
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

そ
の
他

　工
作
内
容
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ち
た
も
ん
遊
び

「
梅
子
の
大
冒
険
を
み
ん
な
で
創
ろ
う
」

　知
多
に
ゆ
か
り
の
あ
る
写
真
を
使
っ
て
、

梅
子
が
大
冒
険
す
る
物
語
を
考
え
て
朗
読
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　中
学
生
以
上
・
大
人
の
部
＝
２
月
１

日（
土
）・
２
日（
日
）の
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
30
分
▽
小
学
３
〜
６
年
生
の
部
＝
２

月
２
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師
　樋ひ

口ぐ
ち
ミ
ユ
さ
ん（
劇
作
家
・
演
出
家
）

定
員
　各
部
15
人
。
申
し
込
み
順

申
込
み
　１
月
７
日（
火
）か
ら
勤
労
文
化
会

館
で
整
理
券
を
配
布

新
春
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　尺
八
と
箏
に
よ
る
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と
き
　１
月
18
日（
土
）正
午
か
ら

出
演
　河か

わ
ち内
司つ
か
さ

さ
ん
、
小こ

嶋じ
ま
夏な
つ
子こ

さ
ん

文
化
協
会
主
催
事
業

吟
剣
詩
舞
道
・
日
本
舞
踊
発
表
会

と
き

　２
月
９
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
主
催

　市
文
化
協
会

問
合
せ
　月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
中
に
同

協
会
事
務
局（
☎
33
–
０
０
４
５
）

新
春

　尾
張
万
歳
実
演
会

　国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
尾

張
万
歳
の
実
演
と
解
説
を
行
い
ま
す
。

と
き
　１
月
11
日（
土
）午
前
10
〜
11
時

定
員
　30
人（
１
組
４
人
ま
で
）。
申
し
込
み

順
申
込
み
　１
月
５
日（
日
）午
前
８
時
30
分
か

ら
歴
史
民
俗
博
物
館

文
化
財
防
火
訓
練

　１
月
26
日（
日
）の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
、
消
火
訓
練
や
消
防
車
に
よ
る
放
水

訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き
　１
月
17
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

収
蔵
品
展
　

「
桃
の
節
句

　ひ
な
ま
つ
り
展
」

　地
域
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
江
戸
・
明

治
・
大
正
時
代
の
親
王
飾
り
や
大
正
・
昭
和

時
代
の
豪
華
な
御
殿
飾
り
な
ど
、
時
代
を
越

え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
ひ
な
人
形
約
３
０
０
体
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
　１
月
18
日（
土
）〜
３
月
９
日（
日
） 

開
催
期
間
中
の
催
し（
予
約
不
要
、
無
料
）

●
機
織
り
な
ど
の
実
演
と
体
験

と
き
　期
間
中
の
日
曜
日
の
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
45
分

対
象
　機
織
り
体
験
＝
小
学
校
３
年
生
以
上

で
、
身
長
１
３
０
㎝
以
上
の
方
▽
実
演
の

見
学
・
綿
く
り
体
験
＝
ど
な
た
で
も
可

●
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー「
お
姫
さ
ま
に
な
ろ

う
」

と
き
　随
時

対
象
　小
学
生
以
下

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

昔
の
学
校
・
昔
の
教
科
書

　江
戸
時
代
の
寺
子
屋
か
ら
昭
和
の
学
校
ま

で
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
　１
月
18
日（
土
）〜
３
月
９
日（
日
）

▲タイルアート

▲だるまおとし

▲輪ゴムグライダー

　☎
０
５
６
２
–
33
–
1
5
7
1

　午
前
9
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）。
原
則
月
曜
日
休
館

歴
史
民
俗
博
物
館

▲親王飾り
（江戸時代後期）

　☎
０
５
６
２
–
33
–
3
6
0
0

　午
前
9
時
〜
午
後
9
時
。
原
則
月
曜
日
休
館

勤
労
文
化
会
館

▲昨年の文化財防火訓練の様子
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ス ポ ー ツ

市
民
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室
説
明
会

と
き
　１
月
19
日（
日
）午
後
７
時
か
ら

と
こ
ろ
　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た

市
民
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室

と
き
　３
月
25
日（
火
）午
前
７
時
出
発
、
27

日（
木
）午
後
８
時
帰
着
予
定

と
こ
ろ
　H
A
K
U
B
A
47（
長
野
県
北
安

曇
郡
白
馬
村
）

内
容
　初
心
者
〜
上
級
者
の
ス
キ
ー
教
室

対
象
　市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
、
ま

た
は
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
キ
ー
部
会
員
。

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員

　45
人（
最
小
催
行
人
数
30
人
）。
申
し

込
み
順

参
加
費

　中
学
生
以
上
３
万
円
。
小
学
生
以

下
２
万
９
０
０
０
円
。
別
途
、
昼
食
代
、

リ
フ
ト
代
、
レ
ン
タ
ル
代
な
ど
が
必
要

申
込
み
　１
月
19
日（
日
）の
説
明
会
で
申
し

込
み

問
合
せ

　市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
キ
ー
部
事
務

局
・
平ひ
ら
島し
ま
和か
ず
貴た
か（
☎
56
–
2
1
2
3
）

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
き
　２
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）の
午
前

９
時
か
ら

と
こ
ろ
　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た

種
目
　一
般
男
子
・
女
子

対
象
　市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
高
校
生

以
上
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
費
　１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円
。
市
ス
ポ

ー
ツ
協
会
登
録
チ
ー
ム
は
無
料

申
込
み
　１
月
12
日（
日
）午
後
５
時
ま
で
に

市
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
メ
デ
ィ
ア
ス

体
育
館
ち
た
内
）

問
合
せ

　鰐わ
に

部べ

久ひ
さ

也や

（
☎
０
９
０
–

４
８
５
２
–
４
８
８
３
）

春
季
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

と
き
　２
月
２
日（
日
）、
９
日（
日
）の
午
前

８
時
か
ら

と
こ
ろ
　ベ
テ
ィ
さ
ん
の
家
旭
公
園
、
石
根

グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
　市
内
在
住
、
在
勤
の
高
校
生
以
上
で

組
織
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
費
　１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
。
市
リ
ー

グ
戦
加
盟
チ
ー
ム
は
無
料

申
込
み
　１
月
23
日（
木
）午
後
５
時
ま
で
に

市
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
メ
デ
ィ
ア
ス

体
育
館
ち
た
内
）

問
合
せ
　竹た

け
内う
ち
稔み
の
る（
☎
56
–
０
８
０
４
）

そ
の
他
　１
月
24
日（
金
）午
後
７
時
か
ら
メ

デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
で
代
表
者
会
議

レ
ク
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
楽
し
む
会

と
き

　２
月
２
日（
日
）午
後
６
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た

対
象

　中
学
生
以
上

参
加
費

　１
人
１
０
０
円
。
運
営
委
員
会
会

員
は
無
料

申
込
み

　当
日
会
場

問
合
せ

　福ふ
く
島し
ま
豊ゆ
た
か（
☎
55
–
５
４
０
６
）

そ
の
他

　初
心
者
歓
迎
。
組
み
合
わ
せ
は
当

日
会
場

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
卒
業
大
会

と
き
　２
月
22
日（
土
）午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ
　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た

種
目
　６
人
制

対
象
　市
内
在
住
、
在
学
、
ま
た
は
市
ス
ポ

ー
ツ
協
会
に
所
属
す
る
選
手
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム

参
加
費
　１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

申
込
み
　１
月
29
日（
水
）午
後
５
時
ま
で
に

市
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
メ
デ
ィ
ア
ス

体
育
館
ち
た
内
）

問
合
せ

　森も
り

脇わ
き

丈た
け

寛ひ
ろ（
☎
０
９
０
–

９
１
２
５
–
４
６
１
４
）

そ
の
他

　１
月
29
日（
水
）午
後
７
時
か
ら
メ

デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
で
事
前
会
議

▲大会のイメージ



・催しなどの記事の中で、参加費の記載のないものは無料です。
・掲載内容は、12月18日時点。今号に掲載した内容は変更となる場合があります。
※は指定管理者自主事業
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ス ポ ー ツ

第
１
０
０
回
記
念

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
団
体
戦

と
き
　３
月
２
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ
　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た

種
目
　団
体
戦（
１
〜
４
部
）。
チ
ー
ム
編
成

な
ど
は
主
催
者
で
決
定

対
象
　市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
在
チ
ー

ム
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　１
人
１
５
０
０
円

申
込
み
　２
月
20
日（
木
）午
後
５
時
ま
で
に

市
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
メ
デ
ィ
ア
ス

体
育
館
ち
た
内
）

問
合
せ

　吉よ
し

川か
わ

慎し
ん

吾ご

（
☎
０
８
０
–

３
０
７
８
–
１
３
３
６
）

そ
の
他
　参
加
賞
、
抽
選
会
あ
り

メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
に

多
目
的
室
・
冷
暖
房
設
備
を
設
置

　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
の
旧
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
が
、
ダ
ン
ス
や
そ
の
他
の
用
途
に
使

用
で
き
る
多
目
的
室
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

卓
球
場
、
剣
道
場
、
柔
道
場
に
冷
暖
房
設
備

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

供
用
開
始
　４
月
１
日（
火
）か
ら

予
約
受
付

　４
月
利
用
分
は
、
１
月
５
日

（
日
）か
ら
各
予
約
窓
口
で
受
付
開
始

問
合
せ
　市
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
メ
デ

ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
内
）

そ
の
他
　利
用
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

新
春
ス
ポ
ー
ツ
川
柳
を
募
集
※

　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
と
知
多
運
動
公

園
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
新
春
ス
ポ
ー
ツ
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。
日
頃
の
ス
ポ
ー
ツ
で
の
出
来
事
や

今
年
の
目
標
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
川
柳
に
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　１
月
７
日（
火
）〜
26
日（
日
）

応
募
方
法
　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た
や
運

動
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
配
布
す
る
応
募

用
紙
に
川
柳
を
記
入
し
、
窓
口
に
提
出
。

一
人
３
句
ま
で
応
募
可

表
彰
　優
秀
作
品
に
は
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
贈
呈
。

発
表
は
２
月
中
旬
を
予
定

問
合
せ

　メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
ち
た（
☎

33
–
３
３
６
１
）、
ま
た
は
知
多
運
動
公

園（
☎
32
–
４
８
３
１
）

そ
の
他
　詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照

広報ちたへ掲載する広告を募集しています。問い合わせは市秘書広報課（☎36-2642）



申込み・問合せ　健康推進課（保健センター内・☎0562-54-1300）健康

種　別 受付時間 ところ 対　象

産前産後サポート相談 平日　　13:30～14:30 親子ひろば会場※１ 妊婦と産婦、乳児

種　別 受付時間 ところ 対　象

乳幼児育児相談 平日     10:00～11:00 親子ひろば会場※２ 就学前の乳幼児と保護者

虫歯予防教室 ２/27(木) 13:15～14:15
保健センター

就学前の幼児

離乳食講習会（後期） ２/28(金) ９:45～10:00 ６年７月生まれの乳児と
保護者

◆ 妊産婦のための相談　申し込み順（定員あり）

◆ 乳幼児のための相談　
　申し込み順（定員あり）。虫歯予防教室、離乳食講習会（後期）は電話予約
に加えて、市公式LINEからも予約ができます。

※1　月…子育て総合支援センター、火…青少年会館、水…亥新田公会堂、木…ベティさんの家旭公園体育館、金…ふれあいプラザ　

※２　月…子育て総合支援センター、火…亥新田公会堂、水…青少年会館、木…ふれあいプラザ、金…ベティさんの家旭公園体育館

◆ 予防接種
 生後２カ月ごろ（就学後は対象学年）に予診票綴などを送付。予診票のない方は、保健センターまで

▲虫歯予防教室　 ▲離乳食講習会　

お 家 で で き る  お す す め レ シ ピ

おろしれんこんの落とし焼き

　冬が旬のれんこんを使ったメニューです。
　カリウム豊富で高血圧予防に効果的。食
物繊維が多く、便秘の改善にも役立ちます。
とても簡単なので、献立にもう一品足した
い時や、作り置きにもおすすめです。もち
もち食感をお楽しみください。

材料（4人分）　
　れんこん300g、カットねぎ30g、削り節4g、片栗粉
大さじ１と1/3、塩少々、サラダ油大さじ１と1/2

栄養価（1人分当たり）
エネルギー：107kcal、たんぱく質：2.3g、脂質：
4.6g、塩分：0.2g

作り方

①れんこんは皮をむいてすりおろす。
②カットねぎに片栗粉をまぶす。
③①に②と削り節、塩を加えて混ぜる。
④③を８等分して円盤形にまとめる。
⑤フライパンにサラダ油を入れて中火で
熱し、④を並べて蓋をして３～４分焼き、
裏返して２～３分焼く。

食改さんとは・・・知多市健康づくり食生活改善協議会
の略称。「私たちの健康は私たちの手で」をモットーに、
食を通して健康の大切さを伝える活動をしています。
食改さんのおすすめレシピは右のQRコードから！

食改さん考案！
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掲　　載 ７年３月号　　締め切り　１/21(火)
応募方法 写真データ（おおむね500KB～2MB）とお子さんの氏名、ふりがな、

生年月日、住所（大字まで）、保護者の氏名、電話番号を秘書広報課
にメール（kouhou@city.chita.lg.jp）で送信。

問 合 せ 秘書広報課（☎0562-36-2642）
そ の 他  未掲載の方を優先します。応募多数の場合は抽選で掲載。

３月生まれの
お子さん（1

～3歳）

写真募集!!
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山
やま
下
した
礼
れい
蒼
あ
ちゃん　（にしの台）

令和６年１月17日生

冨
とみ
田
た
唯
ゆい
斗
と
ちゃん（右）

　　彩
さや
斗
と
ちゃん（左）（南粕谷）
令和４年１月28日生

竹
たけ
内
うち
玖
ひさ
梛
な
ちゃん　（南粕谷）

令和６年１月10日生

安
やす
江
え
舞
ま
桜
お
ちゃん　（清水が丘）
令和６年１月１日生

佐
さ
藤
とう
冬
とう
耶
や
ちゃん(上)  （日長）

令和４年１月31日生
下は兄の夏

かん
汰
た
ちゃん

宮
みや
本
もと
留
る
茉
ま
ちゃん　（原）

令和６年１月19日生

竹
たけ
内
うち
瑠
る
良
ら
ちゃん　（金沢）
令和６年１月３日生

小
こ
嶋
じま
結
ゆい
ちゃん　（八幡）
令和５年１月４日生

片
かた
山
やま
楽
がく
ちゃん(左)　（大興寺）
令和６年１月22日生

右は姉のつばさちゃん

山
やま
田
だ
龍
りゅう
征
せい
ちゃん　（巽が丘）

令和６年１月22日生

内
ない
藤
とう
大
ひろ
翔
と
ちゃん　（寺本台）

令和５年１月19日生



出場おめでとう

　第12回全日本ジュニアチャンピオンシッ
プ空手道選手権大会へ出場＝左から大

おお
串
ぐし
響
ひび

輝
き
さん（八幡小５年）、鰐

わに
部
べ
瑛
え
南
な
さん（佐布

里小６年）、渡
わた
瀬
せ
隼
はやと
さん（知多中１年）、赤

あか

峯
みね
奏
そう
太
た
さん（同中１年）。大串さんは日本実

践空手道七州会所属。鰐部さん、渡瀬さん、
赤峯さんは空身館所属　

　Summer Style Award決勝大会へ出場＝
竹
たけ
内
うち
謙
けん
治
じ
さん（にしの台）。健遊所属

　第52回マーチングバンド全国大会へ出場
＝左から田

た
中
なか
柚
ゆず
咲
き
さん（知多中１年）、立

りっ
仙
せん

果
か
歩
ほ
さん（椙山女学園中１年）　　

　モデルジャパン2024へ出場＝松
まつ
田
だ
賢
かつ
明
あき
さ

ん（岡田）

　文部科学大臣杯第18回JKJO全日本ジュ
ニア空手道選手権大会へ出場＝左から除

じょ
地
ち

蘭
らん
虎
と
さん（東部中３年）、柳

やな
井
い
星
せ
七
な
さん（知

多翔洋高校3年）。除地さんはフルコンタク
ト空手道空武會所属。柳井さんは空身館所
属

　高円宮杯JFA第36回全日本U-15サッカ
ー選手権大会へ出場＝山

やま
口
ぐち
雅
まさ
貴
き
さん（旭南

中３年）。名古屋グランパスU-15所属
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　知多市役所付近を会場に、産業まつりが開催さ
れました。
　「再発見！知多市の産業いいところ」をテーマに
開催され、出店や企業テントなどが並び、目当て
の品に行列をつくる買い物客でにぎわいました。
　屋外ステージでは、ふるさと観光大使のかとう
寛
ひろ
之
ゆき
さんのミニライブなどが行われ、にぎやかな

音楽に来場者は足を止めてステージを楽しんでい
ました。
　

第52回知多市産業まつり
知多市の魅力を再発見10/26

(土)

　佐布里緑と花のふれあい公園で、秋のフェス
ティバルが開催されました。
　会場では、ポップコーンを作る料理体験や竹け
ん玉、スウェーデントーチを作る工作体験などが
用意されたほか、ヤギやモルモットなどのかわい
い動物と触れ合える移動動物園も開催されました。
　クラフト体験に参加していた小学生は、「バス
ケットのクラフトは、どんぐりの子どもが森に遊
びに来ているイメージで作りました」と話しました。

秋のフェスティバル
秋を楽しむ特別な体験10/19

(土)

　市と（一社）中部キッチンカー協会は、災害発生
時、または災害が発生するおそれがある場合に、
避難所開設が困難な地域でキッチンカーによる炊
き出しを行うことを目的として、物資の供給等に
関する協定を締結しました。
　石

いし
川
かわ
勝
かつ
志
し
代表理事は、「災害時にしっかり対応で

きるよう準備をして、できる限りの協力をしてい
きたいと思います」と話しました。

中部キッチンカー協会と協定を締結
機動力を生かして災害時に協力10/８

(火) 入賞おめでとう

　第 2 3 回全国障害者スポーツ大会
（SAGA2024）＝左からバスケットボール
競技で準優勝した久

く
野
の
雅
まさ
人
と
さん（佐布里台）、

水泳競技25ｍ自由形と50ｍ自由形で優勝
した腰

こし
嶋
じま
太
たい
陽
よう
さん（名古屋医健スポーツ専

門学校２年）

News ち ょ う ど い い ま ち
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内容　八幡チームオレンジが、認知
症の方と一緒にカレーマルシェを
開催。１食200円（限定50食）で、
売り切れ次第終了
問合せ　平日の8:30～17:15に知
多市高齢者相談支援センター（☎
0562-54-1211）
その他　カレーに使用する野菜を募
集。協力していただける方は、１
/17（金）13:00～14:00に八幡コ
ミュニティセンターまで

■知多市やまももおやこ劇場
　①小学生親子対象「サーカスの灯」
ラストラーダカンパニー
　②０～18カ月親子対象（20組限定）
「KUUKI」児演協
とき　①１/19（日）14:00から②１
/26（日）10:30から
ところ　①勤労文化会館②こども未
来館
内容　①和紙と光を使った幻想的な
空間で、２人のクラウンが織りな

申込み　きらりんママ応援隊　西
にし
尾
お

（☎090-7307-9752）
その他　子どもが参加する場合は、
お気に入りのおもちゃを持参

■ちた半島演劇鑑賞会１月例会
ピュアーマリー「殺しのリハー
サル」

とき　１/23（木）18:30から
ところ　勤労文化会館
内容　「刑事コロンボ」の生みの親、
レビンソン＆リンクの作品。恋人
だった女優の死を、劇作家が新作
の稽古と称して暴いていく。心地
よくだまされた快感に胸が躍る、
珠玉の人間ドラマ
問合せ　ちた半島演劇鑑賞会（☎・
■℻0562-77-9392）
その他　入会金3500円と月会費
（一般3000円、29歳以下2000円、
中高生1500円）が必要。当日入会
歓迎

す無言劇②アコーディオンの生演
奏と２人のダンサーによる、ベイ
ビーの好奇心を刺激する作品
問合せ　火～金曜日の10:00～
14:00に知多市やまももおやこ劇
場（ yamamomo.oyako@gma
il.com・☎0562-77-3100）
その他　①は入会金1300円、月会
費1300円を添えて申し
込み。②は右のQRコ
ードから、事前に申し
込みが必要

■胎内記憶「ママを選んで生まれて
きたよ」のDVD鑑賞＆お話し会

とき　１/21（火）10:00～11:30
ところ　ふれあいプラザ
内容　産婦人科医と胎内記憶を語る
子どもたちのDVD鑑賞とお話し
会
対象　妊婦や子育て中の親子、興味
のある方
参加費　300円
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　８月に台風10号の影響で中止となった新舞子ビ
ーチフェスティバルの代替イベントとして新舞子
花火大会が開催され、多くの観客でにぎわいまし
た。
　秋の夜空を彩ったのはおよそ1800発の花火。雨
天での打ち上げになるかと思われましたが、開始
１時間前には雨がやみ、音楽とシンクロさせた
ミュージック花火などが盛大に打ち上げられまし
た。観客からは「きれい！」「すごい！」という声と
ともに、たくさんの拍手が送られました。

新舞子花火大会
秋の夜空を彩る大輪の花火11/２

(土)

　中学生海外派遣事業で、ニュージーランドのク
ライストチャーチ市に派遣されていた市内中学校
の３年生12人が、現地での生活や交流の様子を発
表しました。
　報告会では、今回の海外派遣で感じたことな
どを英語と日本語で話し、「英語の魅力を学んだ。
もっと英語を頑張りたい」「自ら挑戦する大切さを
学んだ」「ホストファミリーの温かさに触れ、この
縁を大切にしていきたいと思った」などと振り返っ
ていました。

中学生海外派遣事業帰国報告会
自ら挑戦する大切さを学ぶ11/１

(金)

News ち ょ う ど い い ま ち



■透明水彩「ちた空絵」作品展
とき　１/７（火）～12（日）の10:00
～16:00。初日は13:00から、最
終日は15:00まで
ところ　佐布里緑と花のふれあい公
園梅の館
内容　市民大学ちた塾出身者のサー
クル「ちた空絵」による、風景や花
などを題材に描いた水彩画を展示
問合せ　杉

すぎ
田
た
（☎090-3580-2342）

■岡田の景観「書画写真展」
とき　１/11（土）・12（日）の9:00～
16:00
ところ　岡田まちづくりセンター
内容　小学生から一般の方までの書、
画、写真約800点を展示
表彰式　１/11（土）10:00から
主催　岡田街並保存会、岡田コミュ
ニティ

■みんなで考える　
　防災！Bフェス
とき　１/13（祝・月）9:00～11:00
ところ　勤労文化会館
内容　被災者の体験談や防災実験、
防災遊び、命を繋ぐロープ結び講
座、防災笛作り、災害時の液体ミ
ルクの使い方など、防災を楽しく
考えるイベント。協賛企業から防
災グッズのプレゼントあり
問合せ　総合ボランティアセンター
（☎0562-39-0800）
その他　詳しくは、イベ
ントのインスタグラム
を参照

■心あたたまる一皿　
　カレーマルシェオレンジ
とき　１/19（日）11:30～14:00
ところ　八幡コミュニティセンター

後援　中日新聞社、市観光協会
問合せ　岡田街並保存会（☎090-
7619-9050）

■岡田の街並みと門付万歳
とき　１/12（日）13:30から約１時
間
ところ　おかき屋辰心→SoN→木
綿蔵ちた→桝磯→慈雲寺
内容　ガイドとともに岡田の古い街
並みを巡りながら、玄関先で披露
される門付万歳を鑑賞
主催　岡田街並保存会
協力　尾張万歳保存会
問合せ　岡田街並保存会（☎0562-
56-4722）、歴史民俗博物館（☎
0562-33-1571）
その他　集合場所は木綿蔵ちた。小
雨決行

　
　

※投稿は、市内で市民が開催するものに限ります。　※応募多数の場合は申し込み順で掲載し、掲載の可否は通知しません。
※紙面の都合上、原稿を省略する場合があります。   ※掲載した内容は、変更となる場合があります。
秘書広報課（広報）　■℻0562-33-8297　 kouhou@city.chita.lg.jp 
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３月号の申し込みは１/７(火)～21(火) ※期間外の応募は不可
ふゅうちゃん
掲 示 板

ど
ん
な
ク
ラ
ブ
で
す
か
　

　年
少
か
ら
小
学
１
年
生
ま
で

の
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
と
、
小
学
２

年
生
以
上
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

が
、
一
緒
に
仲
良
く
新
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　新
体
操
で
は
、
バ
レ
エ
の
基

礎
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
柔
軟

性
や
美
し
い
体
の
動
き
が
身
に

付
き
ま
す
。
ボ
ー
ル
や
ロ
ー
プ
、

フ
ー
プ
、
リ
ボ
ン
、
ク
ラ
ブ
の

操
作
や
、
ス
テ
ッ
プ
、
柔
軟
、

自
然
運
動
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
飽
き
な
い

の
も
新
体
操
の
魅
力
で
す
。
音

楽
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
演

技
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
が

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。　毎

年
、
未
来
館
ま
つ
り
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
日

ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
大
会
を
目
指
し
た
い
方
は
、

名
古
屋
の
新
体
操
ク
ラ
ブ
に
進

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
特
徴

　３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
が
一

緒
に
な
っ
て
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
練
習
内
容
は
ク
ラ
ス

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
行
い
ま

す
。
下
級
生
が
上
級
生
の
姿
に

憧
れ
て
上
達
し
、
上
級
生
は
下

級
生
の
見
本
に
な
ら
な
く
て
は

と
切
磋
琢
磨
す
る
の
で
、
部
員

同
士
で
良
い
関
係
が
築
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
を

思
い
や
る
気
持
ち
や
あ
い
さ
つ

な
ど
も
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、

み
ん
な
仲
が
良
い
で
す
。

P
R
を
ど
う
ぞ

　

　個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、

誰
で
も
楽
し
く
新
体
操
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
体
操
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
学
ぶ
の

で
、
集
中
力
が
付
き
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
る
と
思
い
ま

す
。　現

在
、
新
入
部
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た
方

は
、
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
と
一
緒
に
新

体
操
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

名古屋市にある新体操クラブに講師を依頼し、３歳～高
校生までの15人が所属する新体操クラブ。土曜日（月３回）
の14:00から、市内の体育館などで活動。さまざまなイベ
ントで日ごろの成果を発表している｡　　　
　　　　　　　　　　　問合せ　岡

おか
部
べ
（☎080-4229-0937）

ラビ新体操クラブ　

わがまち グループ

活動をPRしませんか？

　団体の活動内容や、PRポイ
ント、連絡先などを広報（ ko
uhou@city.chita.lg.jp）まで
送ってください。後日、広報担
当が取材に伺い、記事として紹
介します。

イ
押
し

チ



シリーズ輝
かがやき

人
びと

プロフィール
　平成６年生まれ。幼少期に発達障がいが判明し、小学５
年生の時にバスケットボールに出会う。
　会社員として働く傍ら、バスケットボールを約20年間続
け、６年10月末に佐賀県で行われた全国障害者スポーツ大
会では準優勝の成績を収める。これまで同大会で３回の準
優勝と、２回の３位入賞を果たした。ポジションはセンタ
ー、フォワード。

　私
は
幼
い
頃
に
発
達
障
が
い

の
診
断
を
受
け
ま
し
た
。
多
動

気
味
で
落
ち
着
き
が
な
か
っ
た

り
、
話
す
の
が
人
よ
り
遅
か
っ

た
り
す
る
特
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、
小

学
５
年
生
の
課
外
授
業
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
会
い
ま
し

た
。　学

生
の
頃
は
貧
血
に
よ
る
体

力
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
高
校
生

の
時
に
治
療
し
て
克
服
し
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

全
国
大
会
前
に
膝
靭
帯
を
損
傷

し
て
２
カ
月
間
練
習
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
直
前
の
猛
練
習
で

な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
壁
を
乗

り
越
え
る
と
ま
た
新
し
い
壁
が

現
れ
る
よ
う
な
競
技
人
生
で
す
。

　現
在
は
会
社
員
と
し
て
働
き

な
が
ら
、
春
日
井
市
の
春
日
井

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

毎
月
２
、３
回
の
チ
ー
ム
練
習

に
加
え
、
仕
事
終
わ
り
に
は
毎

日
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
日
ご
ろ

か
ら
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。
会
社
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
と
し
て
の
活
動
を
応

援
し
て
く
れ
て
お
り
、
昨
年
は

社
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
全
国
大
会

出
場
を
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
職
場
の
み
ん
な
が「
新

聞
に
載
っ
て
い
る
の
を
見
た
よ
」

「
全
国
大
会
が
ん
ば
っ
て
ね
」と

声
を
掛
け
て
く
れ
る
こ
と
が
う

れ
し
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
の
目
標
は
、
全
国
大
会

で
ま
だ
取
れ
て
い
な
い
金
メ
ダ

ル
を
取
る
こ
と
で
す
。
今
で
は

年
長
者
と
し
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト

を
ま
と
め
る
立
場
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
体
が
動
く
限

り
は
現
役
の
選
手
と
し
て
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　自
分
と
同
じ
よ
う
に
ハ
ン
デ

を
抱
え
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
自
分
が
競
技
に
取
り

組
む
姿
が
、
そ
の
よ
う
な
人
た

ち
に
と
っ
て
何
か
や
っ
て
み
よ

う
と
思
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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▲競技中の久野さん

久
く
野
の
雅
まさ
人
と
さん（佐布里台）

何度でも壁を乗り越え、金メダルを目指す

「謹賀新年」　撮影：土
ど
井
い
章
あき
義
よし
さん

（撮影場所：金沢）


